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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

情報モラルは、学習指導要領解説において「情報社会で適正な活動を行うための基にな

る考え方と態度」と定義付けされており、具体的には「他者への影響を考え，人権，知的

財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこと」や「危機の回避など

情報を正しく安全に利用できること」「コンピュータなどの情報機器の使用による健康と

の関わりを理解すること」などとなっています。本県では「令和３年度学校教育の指針」

に「ＩＣＴを活用した教育の推進」の項目が新設され、令和４年度以降も継続して「組織

的・計画的に取り組む情報モラル教育の充実」が求められています。なお、令和３年度に

策定された「秋田県学校教育ＩＣＴ活用に関する指針」では、四つの基本目標が掲げられ

ており、具体的な施策や取組内容として「ネットリテラシー・情報モラル・セキュリティ

教育の推進」が示されています。

ＧＩＧＡスクール構想の進展とコロナ禍での学び

の保障の観点から、１人１台端末の整備が秋田県で

も加速度的に進みました。令和２年度内に秋田県内

の全ての小・中学校及び県立学校において配備が完

了するとともに、校内の通信環境が整いました。令

和３年度には、各校で試行錯誤しつつ、各教科等の

授業においてＩＣＴが活用されており、家庭に持ち

帰らせて活用させる取組も増えてきています。また、

児童生徒のスマートフォン所持率は年々増加しており、義務教育課が行った調査結果を令

和３年度と平成28年度で比較すると、小学校第４学年から中学校第３学年までの全ての学

年で２倍以上になっています。特に、小学校第４学年の時点で既に約20％の所持率になっ

ています（図１）。このように、児童生徒が通信機能付き端末に触れる機会が増えても、

同調査における家庭での通信機能付き端末のルールの設定率は、平成28年度が58.1％、令

和３年度が63.2％と微増にとどまっており、課題が見られます。

秋田県内では授業におけるＩＣＴ活用が進む中、各教科等での様々な実践例や先行研究

が示されていますが、情報モラル教育の取組や実践例はあまり見られません。また、情報

モラル教育の全体計画に沿って指導が行われている学校もありますが単発的な取組であっ

たり、教員個々に任せられていたりと、組織的かつ継続的な取組としては十分とはいえな

い状況もあります。さらに、保護者の中には各種端末の使用に関する知識や情報が不足し

ていたり、児童生徒の端末利用への関心が低かったりするなどの課題が見られます。今日、

児童生徒の家庭での通信機能付き端末の使用場面は増えており、学校生活に影響を及ぼす

ような事案にも関わらず、学校が関与しにくく、対応に苦慮している様子が見受けられま

図１ スマートフォンの所持率
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す。このような状況下において、組織的に情報モラル教育の充実を図ることや家庭との連

携を強化することが喫緊の課題となっており、その対応が求められています。

２ 研究のねらい

以上の背景を踏まえ、学校全体で情報

モラル教育を推進していくための手立て

として、小学校情報モラル教育系統表を

作成し、それに基づいた、情報モラル教

育に関する指導プランを作成します。情

報通信ネットワークを通じた人との関わ

りが増え始める段階で情報の扱いなどに

関する知識をもつことが、情報社会を生

き抜くための資質・能力を身に付ける上

で効果的があると考え、指導プランの対象は小学校中学年とします。これらの取組により、

本県が目指す「自ら判断して情報端末を正しく活用する力を育成する指導」を具現化する

とともに、ＩＣＴ活用における家庭との連携の在り方の方向性を示すことで、組織的に進

める情報モラル教育の充実を図ることをねらいとします（図２）。

３ 研究の仮説

小学校情報モラル教育系統表とそれに基づいた小学校中学年情報モラル教育に関する指

導プランを作成・提案することにより、学校の情報モラル教育が組織的に進められ、充実

するであろう。

４ 研究の内容

本研究は２年計画で進めます（図３）。

１年次となる令和４年度は、アンケート

調査等により、情報モラル教育の現状や

課題、児童と保護者の実態を把握しまし

た。そして、小学校情報モラル教育系統

表（以下、系統表）を作成し、それを基

に、小学校中学年を対象とした情報モラ

ル教育に関する情報モラル教育に関する

指導プラン（以下、指導プラン）を作成

しました。２年次は、研究協力校におい

て児童と保護者の実態の把握を行うとともに、指導プランを実践しました。実践で得られ

たデータを基に、小学校中学年を対象とした指導プランの修正や追加作業を行い、当セン

ターウェブサイトを通じて提案・発信しました。

図２ 研究のねらいと仮説

図３ 研究の内容
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Ⅱ 研究の実際

１ アンケート調査による情報モラル教育の現状と課題の把握

(1) 秋田県小学校教員へのアンケート調査

本研究１年次は、５・６月に当センターで行われた研修講座の受講者を対象とし、情報

モラル教育に関するアンケート調査を実施しました。調査を実施した研修講座及び対象人

数は、実践的指導力向上研修講座（小学校８年目）26名、小学校新任校長研修講座38名、

小学校新任教頭研修講座40名、小学校新任教務主任研修講座31名、小学校新任研究主任研

修講座45名、小学校新任生徒指導主事研修講座26名の合計206名でした。

アンケートの項目は、「学校全体

で情報モラル教育が十分に行われて

いる」「児童生徒には情報モラルが

身に付いている」「家庭での情報モ

ラル教育が十分に行われている」な

どとし、それぞれ「とてもそう思う」

「思う」「あまり思わない」「思わな

い」の４段階の選択肢から回答して

もらいました。項目「学校全体で情

報モラル教育が十分に行われている」

では、「とてもそう思う」「思う」と

回答した人の割合が64.6％であり、

肯定的評価の理由記述では、「全職

員で共通理解を図り実施している」

「年間指導計画に従って情報モラル

教育を行っている」「外部講師の活用や道徳科、学級活動でも実施している」などの意見

があり、情報モラル教育が充実している学校では、組織的・計画的に取り組んでいること

がうかがえました。一方、否定的評価の理由記述欄からは、「情報モラル教育が学校全体

で年間を通して継続して行われていない」「教師個々に任せられている」「教師の意識に

差がある」など、組織的な取組に改善の余地があることが分かりました。また、項目「家

庭での情報モラル教育が十分に行われている」の「あまり思わない」「思わない」と解答

した人の割合は74.0％という結果となりました（図４）。否定的評価の理由記述には、「家

庭による意識の差が大きい」「保護者がルールを守らせることができていない」「児童の

生活習慣に悪影響を及ぼしている事例が見られる」「フィルタリングをかけていない」「指

導を学校任せにしている」などが挙げられており、家庭によって意識の差があると捉えて

いることがうかがえました（図４）。

図４ アンケート調査で明らかになった課題
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(2) 保護者（男鹿市・潟上市）へのアンケート調査

県教委と教育に係る連携を行っている男鹿市・潟上市の小学生の保護者を対象に、情報

モラル教育についてのアンケート調査を実施しました。

通信機能付き端末利用について、項目「家庭のルールや約

束はあるか」で90.0％の家庭がルールがあると回答しました

が、「その約束を守っていない」と回答した割合が32.1％で

した（図５）。また、項目「子どもの通信機器の使用時間は

長いと思うか」に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と

回答した割合が63.1％であり、半数以上の家庭で通信機能付

き端末の使用時間の長さを懸念していることがうかがえまし

た。さらに、「家庭での使用時間が長い」と回答した保護者

のうち、52.0％が「子どもはルールや約束を守っていない」

と回答しており、家庭の中でもルールに対する意識の差があ

ること、困っている保護者がいることが分かりました。

教師と保護者へのアンケート調査の結果から、家庭内で児童が約束やルールを守らない

などの困り感がある一方、学校の家庭内への関わりづらさや学校で行われている情報モラ

ル教育の内容が家庭に伝わっていない状況が見えてきました。

２ 小学校情報モラル教育系統表と情報モラル教育に関する指導プランの作成

前節のアンケート調査の結果から、現在個々に行われている取組をつないで、学校全体

の取組とし、児童の情報モラルを向上させていくためには、どの内容をどの学年で指導す

るとよいかが分かる一覧が必要であることと、学校と家庭が連携して、組織的な情報モラ

ル教育を推進していくこと、の二つの課題が見えてきました。そこで、これらの課題解決

に向けた方策として系統表を作成することにしました。そして、発達の段階に応じた、学

校全体での情報モラル教育の実践を支援します。また、その系統表を基に、情報モラル教

育に関する指導プランを作成し、指導時間不足の解消や指導する教師への支援、家庭との

連携を促し組織的な取組へとつなげます。

(1) 小学校情報モラル教育系統表

情報モラル教育を学校全体で組織的に推進するために、文部科学省や秋田県教育委員会、

他県の情報モラル教育に関する資料等を参考に、小学校の低学年、中学年、高学年の各発

達の段階に応じた系統表を作成しました。系

統表の指導項目には、「ルール・マナー」「法

と権利」「セキュリティ」「安全」「健康」の五

つを提示するとともに、全ての項目に係る資

質・能力として、「コミュニケーション」と「問

題解決」を提示しました（図６）。学校全体で

無理なく取り組むことができるよう、内容は

情報モラルの基本的な知識を中心としました。

図５ 保護者アンケートの

調査結果

図６ 小学校情報モラル教育系統表の構成
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(2) 小学校中学年を対象とした情報モラル教育に関する指導プランの作成

系統表を基に指導プランを作成しました。指導プランは「学習活動例」「情報モラルク

イズ」「道徳科の学習指導案」の三つから構

成されています（図７）。指導プランの作成

に当たり、情報モラルに関する知識及び技

能の育成につながるもの、朝の会や帰りの

会などを利用し、短時間で取り組むことが

できるもの、事案を自分のこととして自覚

したり、リスクの程度を自ら考えたりでき

るものとなるよう配慮しました。

①学習活動例について

学習活動例は、年間を

通して継続した指導がで

きるよう、各指導項目の

具体的な内容の10例を作

成しました（図13）。

活動例の構成は、指導

項目、指導項目の分類と

指導内容、指導のねらい

を記載し、専門的な用語

には解説を載せています。

活動例として、学習活動

と教師の主な支援を記載

し、発問や説明の例を示

すことで、情報モラルの

指導について不安を抱え

ている教師を支援します。

15分という短時間で実施

するため、できるだけ説

明や学習活動を焦点化し

ています（図８)。

授業者が活動の展開を

より具体的にイメージで

きるとともに、指導の再

現性を高められるように、

「教師の発話例付き活動

例」を追加しました（図

９）。

図７ 情報モラル教育に関する指導プランの構成

図８ 学習活動例の構成

図９ 学習活動例（教師の発話例付き）
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学習活動例には、それぞれ提示教材やワークシートがあります（図10、11）。

図10は学習活動例「10 自分自身や他人に及ぼす心身の影響」の提示教材です。児童が

実際に起こるかもしれない状況の実感をもつことで、学習活動のねらいである、日常生活

に支障を来さないよう、けじめをつけてインターネットを利用する必要性に気付き、その

気付きをワークシートに記入します（図11）。このように短時間の学習を積み重ねること

で、情報モラルに関する知識を蓄積し、よりよく行動しようとする意欲を育みます。

②情報モラルクイズ

長期休業中などに児童が１人１台端末を持ち帰ることに着目し、親子で取り組む情報

モラルクイズを作成しました（図12）。クイズの内容は、系統表の指導項目や学習活動

例に基づいて構成しています。情報モラルクイズに関する基礎的な知識を正誤形式で答

え、それぞれの問題に対する解説を掲載することで内容の定着を図ります。親子で情報

モラルクイズに取り組み、話し合える機会を設けることにより、保護者は児童が学校で

学んでいる内容

や家庭のルール

の必要性を再確

認することがで

き、学校と家庭

が連携して情報

モラル教育を推

進していくこと

ができると考え

ました。
図12 情報モラルクイズ

図11 ワークシート図10 提示教材

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要

- 6 -



③道徳科の指導案について

学習活動例や情報モラルクイズによって積み重ねられてきた情報モラルに関する知識

を、よりよく行動しようとする意欲につなげるために、情報モラルに関する内容を取り

扱った道徳科の学習指導案を２例、作成しました。情報モラルに関わる題材を生かした

話合いを通し、他者への共感や思いやり、法やきまりのもつ意味などについて、自分と

の関わりで捉え、児童自らが考えを深めることができる学びの場とします。

３ 指導プランの実践

(1) 研究協力校の児童と保護者へのアンケート調査

指導プランの実施に当たり、研究協力校の児童と保護者に対してアンケート調査を実施

しました。実施時期は、指導プランの実践前の６月と、実践後の11月の２回です。

１回目は、系統表の指導項目に当たる内容に、端末等の所持や利用状況に関する内容を

加え、情報モラル教育に関して幅広く調査しました。２回目は、系統表の指導項目に当た

る内容に絞り、指導プラン実施による変容を把握できるようにしました。

保護者への調査において、項目「学校全体で情報モラル教育が十分に行われている」で

は、「取り組んでいる」の割合が71.2％となっており、研究１年次に実施した保護者への

アンケート調査とほぼ同じ傾向が見られました。

(2) 学習活動例の実践

実施する学習活動例は、児童の実態を考慮して、学級担任が判断しました。学習活動例

のうち２、６、８番の学習活動例が複数校で実施されました。道徳科では１校がコミュニ

ケーションについて実施しました（図13）。

図13 学習活動例・道徳科の指導案の実践
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①学習活動例「２ 捉え方の違い、発信内容のよしあしの理解」の実践

この活動では、「今日のえん

そうやばかった。発表会に向け

てもっとがんばれ」というメー

ルをもらった場面について考え

ます。児童のワークシートの記

入内容には、「このようなメー

ルをもらったら、うまかったの

か、悪かったのかこんわくする」

とあります（図14）。情報通信

ネットワークを利用した双方向

のやり取りを行うときは、受け取る側の気持ちを思いやることを大事にして言葉を選ぶ

必要性について考えています。

②学習活動例「６ 情報に関する自分や他者の権利」の実践

この活動では、友達に気付か

れないように写真を撮っている

場面について考えます。児童の

ワークシートへの記入内容から

は、相手の許可を取ることの必

要性や自分が迷惑をかけてしま

う可能性があることに気が付い

ていることが分かりました。ま

た、自分が撮影される立場にな

った場合は被害者になることも

ある、ということにも気付いています（図15）。自分が加害者にも被害者にもなり得る

ことに気が付いたことで、今後の写真撮影の仕方について考えを深めています。

③学習活動例 「８ 個人情報を共有することのリスク」の実践

この活動では、個人のＩＤと

パスワードを他の人に教えてし

まった場合について考えます。

児童のワークシートへの記入内

容からは、もしも、ＩＤやパス

ワードを誰かに聞かれた場合は

一人で抱え込んだり悩んだりせ

ず、親や警察に相談することの

大切さに気が付いていることが

分かりました（図16）。また、盗撮やストーカー被害などの様々な事件に発展する可能

性があることにも触れており、個人情報を発信しないことと、何かあった際には、すぐ

に親や警察に相談することの大切さを理解している姿が見られました。

図14 学習活動例の実践①

図15 学習活動例の実践②

図16 学習活動例の実践③

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要

- 8 -



(3) 情報モラルクイズ

情報モラルクイズは夏休みに基礎編を、秋休みに応用編を実施しました。クイズ実施後

の保護者アンケートの感想には、「情報モラルについて親子で話し合う機会となった」「学

校で学んだ内容や家庭のルールを再確認することができた」「学校で習っていない内容（学

習活動例で実施していない内容）の知識も身に付けることができた」などの意見がありま

した。

４ 指導プランの分析

(1) 指導プランを通した児童の

変容

指導プランを通した児童の変

容を見取るために、プラン実施

前の６月と実施後の11月の２回、

児童を対象にアンケート調査を

行いました。

児童が情報端末を使うときに

気を付けていることについて、

６月は「危険な目にあわないよ

うにする」「被害にあわないようにする」など、抽象的な回答が多く見られましたが、11

月には、「相手を思って言葉に注意する」「名前や住所、ＩＤ、パスワードを他人に言わ

ない」「依存症にならないように時間を守る」などの具体的な回答が増えました。指導プ

ランを通して、知識が定着し、自分の判断で具体的に正しい行動を考えられるようになっ

たことが分かります（図17）。

(2) 指導プランを通した保護者の意識の変化

情報モラルクイズ実施後の保護者アンケート調査では、「情報モラルの知識を確認する

よい機会になった」の回答の割合が基礎編では90％、応用編では100％でした（図18）。

感想には「子どもより親の方が知らないことが多かった」「定期的にやってもらいたい」

といった回答があり、保護者の

知識を確かなものにしているこ

とや指導プランを継続してもら

いたいと思っていることが分か

りました。また、「子どもより

親の知識の方が曖昧だった」「親

子で話をしながら問題を解いた」

という感想からは、親子で学ぶ

ことを通して子どもの成長を実

感している様子がうかがえまし

た。

図17 指導プラン実施前後の児童の変容

図18 情報モラルクイズに対する保護者の意見
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指導プラン実践前後の保護者へ

のアンケートを比較したところ、

項目「家庭で情報モラルに関する

話をすることはある」では18.1ポ

イント増加しました（図19）。保護

者の感想には「今後も子どもに分

かりやすいように教えてほしい」

等とあるように、指導プランを通

して親子で一緒に学んだことで、

保護者の情報モラルに対する関心

が高まったことが分かりました。

項目「子どもと話し合ってルー

ルを決めた」は12ポイント増加し

ており、項目「ルールを守ってい

る」は14.8ポイント増加しました

（図20)。保護者の感想には「使用

時間が短くなり、約束を守るよう

になった」等とありました。

家族で話し合いながら、ルール

やマナーなどを一緒に考えるよう

になり、児童が自分で考えて、よ

りよい行動をしようとしている変

容に気が付いていることが分かり

ました。

項目「学校全体で情報モラル教

育が十分に行われている」では、「よ

く取り組んでいる」が24.6ポイン

ト増加しました（図21）。児童の変

容が、保護者の学校への信頼につ

ながり、学校と家庭で連携して取

り組んだ成果が表れてきていると

考えられます。

(3) 協力校から見た指導プランの妥当性

①小学校情報モラル教育系統表について

協力校から、これまでの年間指導計画上の情報教育に関する位置付けは、コンピュー

タの操作や知識などの技能面に関することが多く、情報モラルに関しても古い内容のも

のが多かったため、今回の系統表を参考に自校の年間計画等の見直しを図りたいという

意見がありました。また、情報モラルに関するトラブルも低年齢化しており、中学年を

対象とした情報モラル教育をしっかりと行うことで、今後のトラブルを回避できるので

図19 指導プランを通した家庭内の意識の変化

図20 指導プランを通した保護者の意識の変化

図21 指導プランを通した学校の情報モラル教育

に対する満足度
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はないか、という意見もありました。一方、道徳科や学級活動、総合的な学習の時間等

の活用が考えられるが、どのように年間計画上に位置付ければよいのか分からず不安だ

という意見もありました。情報モラルに関する内容についての系統表は、学校にとって

必要感のあるものであることが分かりました。

②学習活動例について

授業者からは、「情報モラルは児童の個人差が大きいが、今のうちに身に付けさせた

い内容だったので準備していただいてよかった」「児童の実態やニーズに合ったものを

担任が選択して使うことができるので、とても有効である」「教師の発話例と提示教材、

ワークシート等があったので取り組みやすく、ありがたかった」といった意見がありま

した。他にも、「他校と交流する校外学習の事前学習など、短学活以外での活用も考え

られ、いろいろな場面で活用できる」などの意見もありました。一方、「みんなが同じ

ように経験していない内容もあるので、ある程度、説明が必要な部分もあった」という

意見もありました（図22)。

授業を参観した管理職からは「実際に提示されているシートの中で起こったことのほ

とんどが家庭での出来事なので、家庭との協力がとても大事になってくる」「学校で身

に付けた知識が家庭で生かされていると感じる」といった意見がありました。

改善点として、「イラストが児童のイメージに合わないものがあり、その場面の状況

を理解することに困ることがあった」という意見がありました（図23)。

③道徳科の指導案について

道徳科の授業では、「少しだけという気の緩みから、大きな事件に発展してしまう危

険性について、よく考えていた」「安易に危険なサイトは開かない、気になることは家

の人に声を掛けて一緒に調べるなどの気付きがみられた」「学習指導例や情報モラルク

イズで身に付いた知識を生かした発言が見られた」などの意見がありました。学習活動

例や情報モラルクイズの内容との関連を図った指導案であったため、それらの学びをつ

なげる役割を果たすことができたと考えられます。

④情報モラルクイズについて

管理職から「情報モラルクイズに取り組むことにより、保護者と児童が知識を共有す

ることができる」「学校と保護者の価値観が違う場合、児童が迷ってしまうことが考え

られるが、このような教育活動に取り組むことで、学校と保護者が同じ方向を向いて児

童に接することができるのではないか」という意見がありました。学校と家庭が共通理

解を図りながら、情報モラル教育を進める手段として有効であると考えられます。

⑤児童の変容について

授業者からは、「学習活動例の学習を積み重ねるたびに、前回の学習に似ている、前

もこの言葉がでてきた、などのつぶやきや発表があり、知識が蓄積された実感がある」

「このような学習活動例をやっていなければ、ネットで知り合った人と会ってもいいの

ではないかと答える児童がいると思うが、今回の学習活動を終えた後は、学級の児童全

員が、顔の見えない相手はどのような人なのか分からないので会わない、と答えていた

ため、個人情報に関する意識の高まりが感じられた」といった意見がありました（図23）。

⑥組織的な取組について

指導プランのデータを学校内の共有サーバに入れ全職員が活用できるようにしたり、
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学年部で声を掛け合い、進度をそろえたりする取組がありました。また、職員会議や校

長通信などを通じた活用の推進もありました。さらに、学級便りに情報モラル教育に関

するアンケートや指導プランの実践紹介を掲載したことで、家庭への周知が図られまし

た。

教頭からは、「児童は、保護者がスマートフォン等を使っている姿をよく見て生活し

てきているといった現状を考えると、これからは全学年で情報モラル教育を進めていく

必要がある。また、児童と保護者が一緒に学んでいく機会は、今まで以上に必要だと考

えられ、今回の取組はよいと思った」という意見をいただきました。

図23 児童が発表する様子図22 教師が指導する様子

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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Ⅲ 研究のまとめ

１ 本研究の成果と課題

(1) 本研究の成果

一つ目に、系統表に基づいた学

習活動例は教師の支援と指導の充

実につながったことが挙げられま

す。

二つ目に、指導プランによる学

習を積み重ねたことによって、正

しく判断するための知識や、自ら

よりよく行動しようとする意欲と

態度を育むことができたことが挙

げられます。このような児童の変

容が、保護者の学校教育への信頼を高めることにつながり、学校と家庭との連携が図られ

始めたと考えます（図24）。

(2) 本研究の課題

内容とイラストが合っていないた

め、児童が具体的な状況のイメージ

ができないワークシートや、実際に

トラブルになった場合の対応の記載

がない学習活動例があったことが挙

げられます。また、年間計画への位

置付けが具体的ではなく、組織的・

継続的な取組という点では十分では

ありませんでした。

今後の指導プランの改善として、一つ目は、ワークシートの修正を行い、学習活動例に

トラブルが起きた場合の対応を記載します。二つ目は、指導プランについて年間計画への

位置付けの例を示し、どの学校でも取り入れやすいよう支援します。三つ目は当センター

ウェブサイトや研修講座等を通じて、指導プランの活用を薦めていきたいと考えています

（図25）。

図24 指導プランの成果

図25 指導プランの課題
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低
学
年

中
学
年

高
学
年

指 導 項 目

〇
人
の
作
っ
た
も
の
を
大
切
に
し
他
者
に
情
報
を
伝
え
な
い

〇
決
め
ら
れ
た
利
用
の
約
束
を
守
る

〇
情
報
や
情
報
技
術
を
適
切
に
利
用
す
る

〇
自
分
や
他
者
の
情
報
を
大
切
に
す
る

〇
健
康
の
た
め
に
利
用
の
約
束
を
守
る

〇
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
協
力
し
て
利
用
す
る

〇
情
報
に
も
自
他
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
尊
重
す
る

〇
自
他
の
安
全
や
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
利

　
用
す
る

〇
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
共
用
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

　
も
っ
て
行
動
す
る

ル ー ル ・ マ ナ ー

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
す
る
方
法
の
理
解

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
こ
と
、
適
切
な
サ
イ
ト
と
は

　
　
な
に
か

　
・
大
人
に
助
け
を
求
め
る
方
法

〇
情
報
の
発
信
や
情
報
を
や
り
と
り
す
る
場
合
の
責
任

　
・
様
々
な
人
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
の
理
解
　

　
・
信
頼
で
き
る
大
人
の
許
可
を
得
て
や
り
と
り
を
す
る

〇
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

　
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
方
法

　
・
捉
え
方
の
違
い
、
発
信
内
容
の
良
し
あ
し
の
理
解

〇
発
信
し
た
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
が
及
ぼ
す
影
響

　
・
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
理
解

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解

〇
社
会
は
互
い
に
ル
ー
ル
と
法
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

　
て
い
る
こ
と

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
情
報
の
信
ぴ
ょ
う
性
（
信
頼
で
き

　
　
る
ニ
ュ
ー
ス
と
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
）

　
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
（
発
生
す
る
理
由
と
受
け
た
場
合
の
対
応
方
法
）

〇
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務

　
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
使
い
方
（
先
入
観
、
客
観
的
な
視
点
）

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解
と
実
践

法 と 権 利

〇
人
の
作
っ
た
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
他
者
に
伝
え
て
は

　
い
け
な
い
情
報
が
あ
る
こ
と
を
知
る

　
・
個
人
情
報
の
大
切
さ
（
自
分
の
情
報
、
他
人
の
情
報
）

　
・
個
人
情
報
を
非
公
開
に
す
る
こ
と
の
意
味

〇
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利

　
・
撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利

　
・
著
作
権

○
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性

　
・
知
的
財
産
権
（
著
作
権
を
含
む
）

セ キ ュ リ テ ィ

〇
情
報
端
末
を
利
用
す
る
と
き
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

〇
生
活
の
中
で
必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
・
ア
カ
ウ
ン
ト
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
目
的

〇
情
報
を
守
る
た
め
の
方
法

　
・
強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
重
要
性

　
・
個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク

〇
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
対
策
・
対
応

　
・
個
人
情
報
を
取
得
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
の
存
在

　
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て

〇
仮
想
的
な
空
間
の
保
護
・
治
安
維
持
の
た
め
の
、
サ
イ
バ
ー

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

安 全

〇
自
分
や
他
人
の
安
全
に
つ
い
て

〇
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
選
択
と
そ
の
バ
ラ
ン
ス

　
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
と
危
険
性
の
理
解

〇
安
全
面
に
配
慮
し
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方

　
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
対
す
る
行
動
に
つ
い
て

　
　
（
ゲ
ー
ム
メ
デ
ィ
ア
、
課
金
、
な
り
す
ま
し
被
害
等
）

健 康

〇
自
分
や
他
人
の
健
康
に
つ
い
て

〇
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

　
・
自
分
自
身
や
他
人
に
及
ぼ
す
心
身
の
影
響
の
理
解

〇
健
康
の
面
に
配
慮
し
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方

　
・
自
分
の
メ
デ
ィ
ア
バ
ラ
ン
ス
（
何
を
選
び
、
い
つ
使
う
か
、

　
　
ど
の
く
ら
い
使
う
か
等
）
の
振
り
返
り

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

〇
相
手
を
意
識
し
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

〇
表
現
方
法
を
相
手
に
合
わ
せ
て
選
択
す
る

〇
一
つ
の
事
象
に
つ
い
て
立
場
を
変
え
て
多
面
的
に
見
る
こ
と

　
が
で
き
る

〇
表
現
方
法
を
相
手
に
合
わ
せ
て
選
択
し
、
相
手
や
目
的
に
応

　
じ
て
、
自
他
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
適
切
に
表
現
す
る

〇
目
的
や
意
図
、
伝
え
る
相
手
に
応
じ
て
構
成
し
な
が
ら
説
明
し
、

　
自
分
の
考
え
を
適
切
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

〇
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う

　
と
す
る

問 題 解 決

〇
問
題
解
決
に
お
け
る
情
報
の
大
切
さ
を
意
識
し
な
が
ら
情
報

　
活
用
を
振
り
返
り
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
く

　
こ
と
が
で
き
る

〇
自
分
の
情
報
活
用
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い

　
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

〇
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
に
改

　
善
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

〇
問
題
解
決
過
程
を
見
直
し
、
新
た
な
問
い
を
生
む
こ
と
が
で
き
る

小
学
校
情
報
モ
ラ
ル
教
育
系
統
表

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

指
導
項
目
の
分
類
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
方
法

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
こ
わ
さ
を
知
り
、
も
し
も
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
（
見
か
け
た
ら
）
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
信
頼
で
き
る
大
人
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

用
語
の
解
説

ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
と
は

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
掲
示
板
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
に
、
特
定
の
子
ど

も
の
悪
口
や
誹
謗
・
中
傷
を
書
き
込
ん
だ
り
、
メ
ー
ル
を
送
っ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
外
し
た

り
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
い
じ
め
を
行
う
も
の
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
問
題
場
面
を
つ
か
・
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
状
況
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー

む
。

ト
を
用
い
て
確
認
す
る
。

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
目
の
前
の
相
手
に
直
接
話
さ
な
い
分
、
軽
い
・
児
童
の
発
言
か
ら
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
特
徴
に
当
て
は

気
持
ち
で
書
き
込
ん
で
い
る
。
い
じ
め
て
い

ま
る
内
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
板
書
し
、
児
童
が
考
え

る
実
感
が
な
い
か
も
。

を
整
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
友
達
か
ら
友
達
へ
と
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
（
い
じ
め
て
い
る
実
感
、
ど
ん
ど
ん
広
が
る
、
な
ど
）

く
。

・
相
手
の
表
情
が
見
え
な
い
か
ら
、
ど
ん
な
気

持
ち
で
い
る
か
想
像
し
に
く
い
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
特
徴
を
確
認
し
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め

の
こ
わ
さ
や
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
特
徴
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
ネ
ッ
ト
上
で
の
出
来
事
で
、
目
の
前
に
そ
の
人
が
い
な
い
た
め
、
い
じ
め
て
い
る
実
感
が
な
い
。

・
実
感
が
な
い
の
で
、
悪
口
の
内
容
や
書
き
込
み
の
回
数
な
ど
、
次
第
に
攻
撃
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。

・
学
校
に
い
る
間
に
限
ら
ず
、
家
に
帰
っ
て
も
書
き
込
み
に
よ
る
攻
撃
が
続
く
。

・
直
接
関
係
の
な
い
友
達
も
、
興
味
本
位
で
参
加
し
て
攻
撃
し
て
く
る
場
合
が
あ
る
。

・
一
度
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ん
だ
情
報
（
記
録
）
は
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
し
ま
い
、
消
す
こ
と
が
で
き

な
い
。

②
自
分
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
決
し
て
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
画
面
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
残
し
て
お
き
、
大
人
に
相
談
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
ま
た
は
、
ネ
ッ
ト
い

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

じ
め
を
見
か
け
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

・
自
分
の
悪
口
を
書
か
れ
た
り
、
友
達
の
悪
口

に
つ
い
て
、
記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

を
見
か
け
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ
に
周
り
の
大
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
方
法
に
気

人
に
相
談
す
る
。

付
い
て
い
る
児
童
に
発
表
を
促
す
。

・
誰
か
が
書
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

は
悪
口
は
書
き
込
ま
な
い
。

る
よ
う
に
促
す
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
「
こ
わ
さ
」
と
は
何
だ
ろ
う

学
習
活
動
例

「
１

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
方
法
」

ね
ら
い
：
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
こ
わ
さ
を
知
り
、
も
し
も
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
（
見
か
け
た
ら
）
、
一
人
で
悩
ま
ず
に

信
頼
で
き
る
大
人
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
・
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
状
況
に
つ
い
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
ん
で
、
気
に
な
る
と
こ
ろ

問
題
場
面
を
つ
か
む
。

て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
確
認

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

・
じ
ま
ん
な
の
か
な
。

す
る
。

・
お
も
し
ろ
そ
う
、
よ
く
分

「
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
例
で
す
。
こ
わ
い
と

か
ら
な
い
け
れ
ど
と
い
う

感
じ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

台
詞
が
気
に
な
る
。

今
日
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
」

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を

る
。

設
定
す
る
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
「
こ
わ
さ
」
っ
て
何
だ
ろ

・
目
の
前
の
相
手
に
直
接
話
・
児
童
の
発
言
か
ら
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
う
？

さ
な
い
分
、
軽
い
気
持

の
特
徴
に
当
て
は
ま
る
内
容
を
キ
ー

ち
で
書
き
込
ん
で
い
る
。

ワ
ー
ド
で
板
書
し
、
児
童
が
考
え
を
「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

い
じ
め
て
い
る
実
感
が

整
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

「
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
」

な
い
か
も
。

（
い
じ
め
て
い
る
実
感
、
ど
ん
ど
ん
広

・
友
達
か
ら
友
達
へ
と
ど
ん

が
る
、
な
ど
）

ど
ん
広
が
っ
て
い
く
。

・
相
手
の
表
情
が
見
え
な
い

か
ら
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
い
る
か
想
像
し
に
く

い
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
特
徴
を
確
認
し
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
な
ぜ
こ
わ
い
の
か
、
ネ
ッ
ト

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
こ
わ
さ
や
、
一
人

い
じ
め
の
特
徴
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
」

で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
「
ネ
ッ
ト
上
の
出
来
事
で
、
目
の
前
に
そ
の
人
が

る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す

い
な
い
た
め
、
い
じ
め
て
い
る
実
感
が
も
て
ま

る
。

せ
ん
。
」

「
実
感
が
な
い
の
で
、
悪
口
の
内
容
や
書
き
込
み

の
回
数
な
ど
次
第
に
攻
撃
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

ま
す
。
」

「
学
校
に
い
る
間
に
限
ら
ず
、
家
に
帰
っ
て
も
書

き
込
み
に
よ
る
攻
撃
が
続
き
ま
す
。
」

「
直
接
関
係
の
な
い
友
達
も
、
興
味
本
位
で
攻
撃

し
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
」

「
一
度
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ん
だ
情
報
（
記
録
）

は
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
し
ま
い
、
消
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
」

「
自
分
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、

決
し
て
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
」

「
ま
た
、
画
面
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
残
し
て
お

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
、
ま
た

き
、
大
人
に
相
談
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
」

て
、
考
え
た
こ
と
を
ワ
ー
ク

は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
見
か
け
た
ら
、

シ
ー
ト
に
記
入
す
る

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
「
今
日
の
学
習
を
振
り
返
り
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に

・
自
分
の
悪
口
を
書
か
れ
た

て
、
記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

あ
っ
た
ら
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
見
か
け
た
ら
、

り
、
友
達
の
悪
口
を
見
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
考
え
を
書
き
ま

か
け
た
り
し
た
ら
、
す

対
処
方
法
に
気
付
い
て
い
る
児
童
に

し
ょ
う
。
」

ぐ
に
周
り
の
大
人
に
相

発
表
を
促
す
。

「
○
さ
ん
、
振
り
返
り
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
」

談
す
る
。

「
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と
き
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

・
誰
か
が
書
い
て
い
る
か
ら
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

と
い
っ
て
、
自
分
は
悪

族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に
促
す
。

う
。
」

口
は
書
き
込
ま
な
い
。

「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
１

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
方
法
」
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ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

指
導
項
目
の
分
類
捉
え
方
の
違
い
、
発
信
内
容
の
よ
し
あ
し
の
理
解

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

人
と
よ
り
よ
く
関
わ
る
た
め
に
、
受
け
取
る
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
情
報
を
発
信
し
よ

う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

１
分
１

問
題
場
面
を
確
認
す
る
。

・
登
場
人
物
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
掲
示
教
材
を
使
っ
て
確
認

す
る
。

６
分
２

個
で
考
え
、
意
見
を
発
表
す
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
悲
し
い

・
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
気
持
ち
と
、
そ
う
考

自
分
の
演
奏
が
そ
ん
な
に
ひ
ど
か
っ
た
の
か

え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
促
す
。

と
思
う
。

・
二
人
の
思
い
の
行
き
違
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

・
つ
ら
い

よ
う
に
、
意
見
を
発
表
し
合
っ
た
後
に
、
ゆ
い
こ
の

自
分
で
も
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
友
達
に
は

思
い
を
確
認
す
る
。

っ
き
り
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

・
腹
が
立
つ
、
怒
る

精
一
杯
演
奏
し
た
の
に
、
そ
の
感
想
は
ひ
ど

い
。

・
メ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
押
さ
え
た
上
で
、

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

発
信
す
る
際
は
、
受
け
取
る
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
メ
ー
ル
は
、
好
き
な
時
間
に
送
る
こ
と
が
で
き
、
相
手
も
好
き
な
時
間
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
も

の
で
す
。

②
直
接
話
す
と
、
表
情
や
声
で
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
メ
ー
ル
文
は
思
い
を
伝
え
に
く
い
と

い
う
短
所
が
あ
り
ま
す
。

③
発
信
す
る
側
の
思
い
と
受
け
取
る
側
の
思
い
が
行
き
違
い
、
け
ん
か
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

④
人
と
よ
り
よ
く
関
わ
る
た
め
に
は
、
メ
ー
ル
な
ど
を
送
る
際
に
、
受
け
取
る
相
手
が
ど
う
思
う
か
、
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑤
メ
ー
ル
を
送
る
前
に
、
受
け
取
る
相
手
が
、
こ
の
メ
ー
ル
文
で
気
分
を
悪
く
し
な
い
か
読
み
直
し
て
確
認

し
て
か
ら
送
り
ま
し
ょ
う
。

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
を
・
今
日
の
学
習
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
や
気
を
付
け
て
い
き

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

た
い
こ
と
な
ど
を
記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
メ
ー
ル
は
便
利
だ
け
れ
ど
、
言
葉
の
使
い
方
・
気
を
付
け
て
い
き
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い

で
、
相
手
が
ど
う
思
う
か
気
を
付
け
て
使
わ

る
児
童
の
振
り
返
り
を
取
り
上
げ
、
こ
の
後
の
児
童

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
人
一
人
の
自
覚
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
、
意
識
付
け

・
メ
ー
ル
を
送
る
と
き
は
、
受
け
取
る
相
手
が

る
。

気
分
を
悪
く
し
な
い
か
、
メ
ー
ル
文
を
確
認
・
今
日
学
ん
だ
内
容
を
家
族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に

し
て
か
ら
送
る
よ
う
に
し
た
い
。

促
す
。

こ
の
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

学
習
活
動
例

「
２

捉
え
方
の
違
い
、
発
信
内
容
の
よ
し
あ
し
の
理
解
」

ね
ら
い
：
人
と
よ
り
よ
く
関
わ
る
た
め
に
、
受
け
取
る
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
情
報
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

１
分
１

問
題
場
面
を
確
認
す
る
。
・
登
場
人
物
の
置
か
れ
て
い
る
状
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ

況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

う
。
」

き
る
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
「
ゆ
い
こ
さ
ん
は
発
表
会
の
前
に
、
と

を
使
っ
て
確
認
す
る
。

も
み
さ
ん
の
演
奏
が
と
て
も
よ
か
っ

た
こ
と
を
伝
え
た
く
て
、
メ
ー
ル
を

送
っ
た
よ
う
で
す
。
」

６
分
２

個
で
考
え
、
意
見
を
発
表
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時

す
る
。

間
を
設
定
す
る
。

こ
の
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
ら
、
あ
な

・
悲
し
い

・
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

自
分
の
演
奏
が
そ
ん
な
に

気
持
ち
と
、
そ
う
考
え
た
理
由

ひ
ど
か
っ
た
の
か
と
思

を
明
ら
か
に
し
て
発
表
す
る
よ
「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

う
。

う
に
促
す
。

・
つ
ら
い

・
二
人
の
思
い
の
行
き
違
い
に
気
「
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
時
の
気
持
ち

自
分
で
も
分
か
っ
て
い
る

付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

と
、
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
発
表
し

の
に
、
友
達
に
は
っ
き
り

意
見
を
発
表
し
合
っ
た
後
に
、

ま
し
ょ
う
。
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ゆ
い
こ
の
思
い
を
確
認
す
る
。

・
腹
が
立
つ
、
怒
る

「
ゆ
い
こ
さ
ん
は
発
表
会
に
向
け
て
、

精
一
杯
演
奏
し
た
の
に
、

と
も
み
さ
ん
を
励
ま
す
つ
も
り
で
こ

そ
の
感
想
は
ひ
ど
い
。

の
メ
ー
ル
を
送
っ
た
の
で
す
が
、
伝

わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
」

※
教
師
が
次
の
よ
う
に
二
通
り
、
読
ん

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
メ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
の
よ

で
み
て
も
よ
い
。

さ
を
押
さ
え
た
上
で
、
発
信
す
○
感
情
を
込
め
て
読
む
。

る
際
は
、
受
け
取
る
相
手
の
気
○
感
情
を
込
め
な
い
で
読
む
。

持
ち
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
メ
ー
ル
は
、
好
き
な
時
間
に
送
る
こ

と
が
で
き
、
相
手
も
好
き
な
時
間
に

読
む
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
も
の
で

す
。
」

「
直
接
話
す
と
、
表
情
や
声
で
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
メ
ー

ル
文
は
思
い
を
伝
え
に
く
い
と
い
う

短
所
が
あ
り
ま
す
。
」

「
発
信
す
る
側
の
思
い
と
受
け
取
る
側

の
思
い
が
行
き
違
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
」

「
人
と
よ
り
よ
く
関
わ
る
た
め
に
は
、

メ
ー
ル
を
送
る
際
に
、
受
け
取
る
相

手
が
ど
う
思
う
か
、
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

「
メ
ー
ル
を
送
る
前
に
、
受
け
取
る
相

手
が
、
こ
の
メ
ー
ル
文
で
気
分
を
悪

く
し
な
い
か
読
み
直
し
て
確
認
し
て

か
ら
送
り
ま
し
ょ
う
。
」

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
・
今
日
の
学
習
活
動
で
学
ん
だ
こ
「
今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
考
え

て
考
え
た
こ
と
を
、
ワ
ー
ク

と
や
気
を
付
け
て
い
き
た
い
こ

た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
て

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

と
な
ど
を
記
入
す
る
よ
う
に
促

み
ま
し
ょ
う
。
」

・
メ
ー
ル
は
便
利
だ
け
ど
、

す
。

言
葉
の
使
い
方
で
、
相
手
・
気
を
付
け
て
い
き
た
い
こ
と
を
「
○
○
さ
ん
が
考
え
た
こ
と
を
発
表
し

が
ど
う
思
う
か
気
を
付
け

具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
児
童

て
く
だ
さ
い
。
」

て
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

の
振
り
返
り
を
取
り
上
げ
、
こ
※
価
値
付
け
た
の
ち

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

の
後
の
児
童
一
人
一
人
の
自
覚
「
正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
、
自
分
の
気

・
メ
ー
ル
を
送
る
と
き
は
、

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
、
意
識
付

持
ち
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
て

受
け
取
る
相
手
が
気
分
を

け
る
。

い
き
た
い
で
す
ね
。
今
日
、
学
習
し

悪
く
し
な
い
か
、
メ
ー
ル
・
今
日
学
ん
だ
内
容
を
家
族
と
話

て
気
が
付
い
た
こ
と
を
家
族
と
話
し

文
を
確
認
し
て
か
ら
送
る

を
し
て
み
る
よ
う
に
促
す
。

て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

よ
う
に
し
た
い
。

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
２

捉
え
方
の
違
い
、
発
信
内
容
の
よ
し
あ
し
の
理
解
」

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

指
導
項
目
の
分
類
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
理
解

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

自
分
や
他
者
の
情
報
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
情
報
機
器
端
末
を
使
っ
て
他
の
人
と
情
報
を
共

有
す
る
と
き
の
注
意
点
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

３
分
１

問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
い
ろ
い
ろ
な
情
報
（
意
見
）
を
共
有
す
る
方
法
の
一

つ
に
、
情
報
共
有
ツ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
提
示
教
材
の
会
話
文
を
カ
ラ
ー
で
示
し
て
、
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
く
す
る
。

５
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
付
箋
機
能
を
使
っ
て
情
報
共
有
す
る
場
面
の
問
題
点

・
自
分
の
考
え
だ
け
で
、
他
の
人
の
意
見
を
勝

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
促
す
。

手
に
書
き
換
え
て
は
い
け
な
い
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
他
の
人
の
意
見
に
何
か
言
い
た
い
と
き
は
直
・
全
体
で
考
え
を
共
有
す
る
。

接
伝
え
る
。

・
変
な
意
見
だ
っ
た
ら
、
書
き
換
え
て
も
仕
方

な
い
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
情
報
機
器
端
末
を
使
っ
て
情
報
を
共
有
す
る
と
き
の

注
意
点
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
み
ん
な
で
作
業
す
る
ア
プ
リ
を
使
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
す
ぐ
に
伝
え
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
意
見
の
内
容
は
、
誰
で
も
す
ぐ
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
書
か
れ
た
意
見
は
、
ど
れ
も
大
切
な
情
報
で
す
。

③
他
の
人
の
意
見
に
対
し
て
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
直
接
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
も
し
間
違
え
て
他
の
人
の
意
見
を
消
し
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
の
意
見
な
ど
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
り

し
た
ら
、
先
生
に
相
談
し
よ
う
。

⑤
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
他
の
人
の
意
見
な
ど
を
勝
手
に
書
き
換
え
た
り
、
書
き
加
え
た
り
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

４
今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
を
・
情
報
を
共
有
す
る
と
き
気
を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て

４
分

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
他
の
人
の
意
見
は
、
勝
手
に
書
き
換
え
て
は
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

い
け
な
い
。

る
よ
う
に
促
す
。

・
他
の
人
の
意
見
に
対
す
る
自
分
の
考
え
は
、

直
接
伝
え
る
よ
う
に
す
る
。

※
特
別
の
教
科

道
徳
の
内
容
項
目
と
の
関
連
「
相
互
理
解
・
寛
容
」
（
自
分
の
考
え
と
異
な
る
考
え
が
あ
っ
て
も
認
め

る
。
）

ほ
か
の
人
の
意
見
を
勝
手
に
書
き
か
え
て
も
い
い
の
か
な
？

学
習
活
動
例

「
３

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
理
解
」

ね
ら
い
：
自
分
や
他
者
の
情
報
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
情
報
機
器
端
末
を
使
っ
て
他
の
人
と
情
報
を
共
有
す
る
と
き

の
注
意
点
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

３
分
１

問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
い
ろ
い
ろ
な
情
報
（
意
見
）
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
」

を
共
有
す
る
方
法
の
一
つ
に
「
ク
ラ
ス
目
標
を
決
め
る
た
め
に
、
タ
ブ

情
報
共
有
ツ
ー
ル
が
あ
る
こ

レ
ッ
ト
端
末
の
み
ん
な
で
作
業
す
る
ア

と
を
確
認
す
る
。

プ
リ
を
使
っ
て
、
意
見
交
換
を
し
た
と

・
提
示
教
材
の
会
話
文
を
、
カ

き
の
様
子
で
す
。
」

ラ
ー
で
示
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
図
の
下
に
あ
る
会

し
や
す
く
す
る
。

話
文
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
」

「
れ
ん
さ
ん
の
書
い
た
意
見
が
、
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
」

「
あ
い
さ
ん
が
気
を
利
か
せ
て
、
れ
ん
さ

ん
に
何
も
言
わ
ず
に
、
書
き
換
え
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
」

５
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
・
付
箋
機
能
を
使
っ
て
情
報
共

る
。

有
す
る
場
面
の
問
題
点
に
つ

・
自
分
の
考
え
だ
け
で
、
他

い
て
考
え
る
よ
う
に
促
す
。

の
人
の
意
見
を
勝
手
に
書
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
」

き
換
え
て
は
い
け
な
い
。

時
間
を
設
定
す
る
。

「
そ
れ
で
は
、
自
分
の
考
え
を
発
表
し
て

・
他
の
人
の
意
見
に
何
か
言
・
全
体
で
考
え
を
共
有
す
る
。

く
だ
さ
い
。
」

い
た
い
と
き
は
直
接
伝
え

る
。

・
変
な
意
見
だ
っ
た
ら
、
書

き
換
え
て
も
仕
方
な
い
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
情
報
機
器
端
末
を
使
っ
て
情
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
み
ん
な
で
作
業
す

報
を
共
有
す
る
と
き
の
注
意

る
ア
プ
リ
を
使
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
意

点
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す

見
を
す
ぐ
に
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
ま

る
。

す
。
ま
た
、
意
見
の
内
容
は
、
誰
で
も

す
ぐ
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
」

「
書
か
れ
た
意
見
は
、
ど
れ
も
大
切
な
情

報
で
す
。
」

「
他
の
人
の
意
見
に
対
し
て
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
直
接
話
を
し
ま
し
ょ

う
。
」

「
も
し
間
違
え
て
他
の
人
の
意
見
を
消
し

て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
の
意
見
な
ど
が

書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
り
し
た
ら
、
先

生
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
」

「
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
他
の

人
の
意
見
な
ど
を
勝
手
に
書
き
換
え
た

り
、
書
き
加
え
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
」

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
・
情
報
を
共
有
す
る
と
き
気
を
「
他
の
人
の
考
え
や
先
生
の
説
明
を
聞
い

て
考
え
た
こ
と
を
、
ワ
ー
ク

付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
記
入

て
、
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

す
る
よ
う
に
促
す
。

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
て
み
ま
し
ょ

・
他
の
人
の
意
見
は
、
勝
手

う
。
」

に
書
き
換
え
て
は
い
け
な
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い

「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と

い
。

て
、
家
族
と
話
を
し
て
み
る

話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

・
他
の
人
の
意
見
に
対
す
る

よ
う
に
促
す
。

自
分
の
考
え
は
、
直
接
伝

え
る
よ
う
に
す
る
。

※
特
別
の
教
科

道
徳
の
内
容
項
目
と
の
関
連
「
相
互
理
解
・
寛
容
」
（
自
分
の
考
え
と
異
な
る
考
え
が
あ
っ
て
も
認

め
る
。
）

ほ
か
の
人
の
意
見
を
勝
手
に
書
き
換

え
て
も
い
い
の
か
な
？

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
３

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
理
解
」

- 17 -
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ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

指
導
項
目
の
分
類
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
に
潜
む
危
険
を
理
解
し
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
達
と
の
接
し
方
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
場
面
を
確
認
す

・
気
に
な
っ
た
部
分
が
あ
れ
ば
、
マ
ー
ク
す
る
よ
う
に

る
。

伝
え
る
。

６
分
２

自
分
の
意
見
と
そ
の
理
由
を
発
表
す
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、
自
分
の
考
え
を
記
入
す
る
よ
う
に

・
危
な
か
っ
た
ら
逃
げ
れ
ば
い
い
か
ら
、
会
っ

伝
え
る
。

て
み
て
も
い
い
と
思
う
。

・
理
由
も
考
え
る
よ
う
に
伝
え
る
。

・
何
回
も
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
て
い
て
安
・
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
促
す
。

心
だ
か
ら
、
会
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
思
う
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
メ
ン
ト
す
る
の
は
い
い
と
思
う

け
れ
ど
、
会
う
の
は
怖
い
か
ら
、
私
だ
っ
た

ら
絶
対
会
わ
な
い
。

・
ゲ
ー
ム
の
中
で
協
力
す
る
の
は
い
い
と
思
う

け
れ
ど
、
実
際
に
会
う
の
は
無
理
だ
と
思

う
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
に
潜
む
危
険
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
に
潜
む
危
険

・
や
り
と
り
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
、
会
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
相
手
を
知
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
勘
違
い
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
相
手
の
こ
と
を
簡
単
に
信
用
す

る
こ
と
は
危
険
で
す
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
年
齢
や
名
前
、
性
別
な
ど
も
簡
単
に
う
そ
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
住
所
を
教
え
た
り
、
顔
写
真
を
交
換
し
た
り
す
る
な
ど
個
人
情
報
を
教
え
る
こ
と
は
、
「
ネ
ッ
ト
に
広

め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
危
険
が
、
い
つ
ま
で
も
消
え
ま
せ
ん
。

・
「
自
分
は
無
関
係
」
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
「
友
達
と
一
緒
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
気
持
ち
が
一
番

危
険
で
す
。

・
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
直
接
会
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
り
、
「
ネ
ッ
ト
で
知
・
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
こ
れ

り
合
っ
た
友
達
」
と
の
接
し
方
を
考
え
る
。

か
ら
自
分
が
気
を
付
け
た
い
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

・
相
手
の
情
報
を
簡
単
に
信
用
し
な
い
。

促
す
。

・
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
達
と
直
接
会
わ
な
・
画
面
を
撮
影
す
る
な
ど
、
や
り
と
り
の
様
子
は
保
存

い
。

で
き
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

・
今
日
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

る
よ
う
に
促
す
。

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
会
う
？
会
わ
な
い
？

学
習
活
動
例

「
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解
」

ね
ら
い
：
ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
に
潜
む
危
険
を
理
解
し
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
達
と
の
接
し
方
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
・
気
に
な
っ
た
部
分
が
あ
れ
ば
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
」

場
面
を
確
認
す
る
。

マ
ー
ク
す
る
よ
う
に
伝
え

「
み
さ
き
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

る
。

た
友
だ
ち
と
会
う
や
く
そ
く
を
し
ま
し

た
。
囲
み
の
中
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
」

「
み
な
さ
ん
が
、
み
さ
き
さ
ん
と
同
じ
立

場
だ
っ
た
ら
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た

友
だ
ち
と
会
い
ま
す
か
？
会
い
ま
せ
ん

か
？
」

６
分
２

自
分
の
意
見
と
そ
の
理
由
・
学
習
シ
ー
ト
に
、
自
分
の
考

を
発
表
す
る
。

え
を
記
入
す
る
よ
う
に
伝
え

・
危
な
か
っ
た
ら
逃
げ
れ
ば

る
。

い
い
か
ら
、
会
っ
て
み
て
・
理
由
も
考
え
る
よ
う
に
伝
え

も
い
い
と
思
う
。

る
。

「
『
会
う
』
『
会
わ
な
い
』
の
ど
ち
ら
か

・
何
回
も
メ
ー
ル
の
や
り
と
・
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
発
表

に
○
を
付
け
て
、
な
ぜ
そ
う
考
え
た
の

り
を
し
て
い
て
安
心
だ
か

す
る
よ
う
に
促
す
。

か
、
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
」

ら
、
会
っ
て
も
大
丈
夫
だ

「
ど
ん
ど
ん
意
見
を
言
っ
て
み
ま
し
ょ

と
思
う
。

う
。
」

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
メ
ン
ト
す
る

の
は
い
い
と
思
う
け
れ

ど
、
会
う
の
は
怖
い
か

ら
、
私
だ
っ
た
ら
絶
対
会

わ
な
い
。

・
ゲ
ー
ム
の
中
で
協
力
す
る

の
は
い
い
と
思
う
け
れ

ど
、
実
際
に
会
う
の
は
無

理
だ
と
思
う
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
に
潜
む
「
や
り
と
り
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
つ
な

危
険
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

が
り
が
強
く
な
り
、
会
っ
た
こ
と
が
な

る
よ
う
に
説
明
す
る
。

い
の
に
相
手
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
、
勘
違
い
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
で
知
り
合
っ
た
相
手
の
こ
と
を
簡
単

に
信
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
年
齢
や
名
前
、
性
別
な
ど

も
簡
単
に
う
そ
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
」

「
住
所
を
教
え
た
り
、
顔
写
真
を
交
換
し

た
り
す
る
な
ど
個
人
情
報
を
教
え
る
こ

と
は
、
『
ネ
ッ
ト
に
広
め
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
』
と
い
う
危
険
が
、
い
つ
ま

で
も
消
え
ま
せ
ん
。
」

「
『
自
分
は
無
関
係
』
『
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
』
『
友
達
と
一
緒
な
ら
大
丈
夫
』

と
い
う
気
持
ち
が
一
番
危
険
で
す
。
」

「
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
直
接

会
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
」

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
り
・
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
「
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
の
接

「
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友

わ
り
方
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら

し
方
で
、
気
を
付
け
た
い
こ
と
は
何
で

達
」
と
の
接
し
方
を
考
え

自
分
が
気
を
付
け
た
い
こ
と

す
か
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
て
み
ま

る
。

を
考
え
る
よ
う
に
促
す
。

し
ょ
う
。
」

・
相
手
の
情
報
を
簡
単
に
信
・
画
面
を
撮
影
す
る
な
ど
、
や
「
心
配
な
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
画
面
を

用
し
な
い
。

り
と
り
の
様
子
は
保
存
で
き

撮
影
し
て
保
存
し
て
お
き
、
大
人
に
相

・
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友

る
こ
と
を
説
明
す
る
。

談
し
て
く
だ
さ
い
。
」

達
と
直
接
会
わ
な
い
。

・
今
日
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
家
族
と
話

家
族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

に
促
す
。

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と

会
う
？
会
わ
な
い
？

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解
」
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法
と
権
利

指
導
項
目
の
分
類
著
作
権

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

著
作
権
に
つ
い
て
知
り
、
著
作
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

用
語
の
解
説

著
作
権
と
は

絵
や
文
章
、
音
楽
、
写
真
な
ど
の
作
品
（
著
作
物
）
を
作
っ
た
人
（
著
作
者
）
が
持
っ
て
い

る
権
利
。
全
て
の
著
作
物
は
、
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
、
著
作
者
の
許
可
を
得
ず

に
、
他
の
人
が
勝
手
に
利
用
・
加
工
し
た
り
、
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
会
話
を
読
み
、
場
面
を
確
・
太
郎
さ
ん
が
、
花
子
さ
ん
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
勝

認
す
る
。

手
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
花
子
さ
ん
の
絵
を
公
開
し
て
し
ま
っ

た
状
況
を
確
認
す
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
花
子
さ
ん
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
も
い
い
よ
」
・
考
え
た
こ
と
を
、
全
体
で
共
有
す
る
。

と
言
っ
て
い
な
い
の
に
、
勝
手
に
あ
げ
る
の

は
、
だ
め
だ
と
思
う
。

・
理
由
を
踏
ま
え
て
話
し
合
う
よ
う
に
促
す
。

・
太
郎
さ
ん
は
、
花
子
さ
ん
の
絵
を
上
手
だ
と

思
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
い
る
の
で
、
あ
げ

て
も
い
い
と
思
う
。

・
著
作
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で

２
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

き
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
絵
や
文
章
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
著
作
権
と
い
う
権
利
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
著
作
権
に
よ
っ
て
、
自
分
や
他
の
人
が
作
っ
た
も
の
が
勝
手
に
使
わ
れ
た
り
、
自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に

公
開
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
著
作
権
は
、
プ
ロ
の
作
家
や
絵
か
き
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

④
絵
や
文
章
を
か
く
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
権
利
は
特
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

し
っ
か
り
と
守
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

⑤
み
ん
な
が
見
る
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
に
も
著
作
権
が
あ
る
の
で
、
勝
手
に
使
っ
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
が
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。

⑥
普
段
か
ら
著
作
権
を
守
り
、
自
分
や
他
の
人
が
作
っ
た
も
の
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
を
・
著
作
権
を
守
る
た
め
に
、
気
を
付
け
て
い
き
た
い
こ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

と
な
ど
を
記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
他
の
人
が
作
っ
た
も
の
を
勝
手
に
使
っ
た
り
、
・
学
ん
だ
内
容
を
家
族
と
話
し
て
み
る
よ
う
に
促
す
。

公
開
し
た
り
し
な
い
。

※
こ
の
学
習
の
後
に
、
道
徳
科
の
授
業
展
開
例
「
き
ま
り
を
守
る
こ
と
の
意
義
や
よ
さ
」
の
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

友
だ
ち
が
か
い
た
絵
を
、
勝
手
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
も
い
い
の
か
な
？

学
習
活
動
例

「
５

著
作
権
」

ね
ら
い
：
著
作
権
に
つ
い
て
知
り
、
著
作
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
会
話
を
・
太
郎
さ
ん
が
、
花
子
さ
ん
の
知
ら
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
会
話
を
読
ん
で
み

読
み
、
場
面
を
確
認
す
る
。

な
い
う
ち
に
、
勝
手
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

ま
し
ょ
う
。
」

花
子
さ
ん
の
絵
を
公
開
し
て
し
ま
「
太
郎
さ
ん
は
、
花
子
さ
ん
が
か
い
た

っ
た
状
況
を
確
認
す
る
。

絵
を
、
勝
手
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
」

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間

友
だ
ち
が
か
い
た
絵
を
、
勝
手
に

る
。

を
設
定
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
も
い
い
の
で
し

・
花
子
さ
ん
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

ょ
う
か
。

あ
げ
て
も
い
い
よ
」
と
言

っ
て
い
な
い
の
に
、
勝
手

に
あ
げ
る
の
は
、
だ
め
だ

「
最
初
に
、
自
分
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

と
思
う
。

う
。
」

・
太
郎
さ
ん
は
、
花
子
さ
ん
・
考
え
た
こ
と
を
、
全
体
で
共
有
す
「
考
え
た
こ
と
を
周
り
の
人
と
話
し
合

の
絵
を
上
手
だ
と
思
っ
て

る
。

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
う
時
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
い
る
の
・
理
由
を
踏
ま
え
て
話
し
合
う
よ
う

は
、
ど
う
し
て
そ
う
思
う
の
か
、
理

で
、
あ
げ
て
も
い
い
と
思

に
促
す
。

由
も
付
け
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

う
。
」

２
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
著
作
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
「
絵
や
文
章
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
説

わ
た
し
た
ち
は
著
作
権
と
い
う
権
利

明
す
る
。

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

「
著
作
権
に
よ
っ
て
、
自
分
や
他
の
人

が
作
っ
た
も
の
が
勝
手
に
使
わ
れ
た

り
、
自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
公
開

さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
」

「
著
作
権
は
、
プ
ロ
の
作
家
や
絵
か
き

だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
も
も
っ
て

い
る
権
利
で
す
。
」

「
絵
や
文
章
を
か
く
こ
と
を
仕
事
に
し

て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
権
利

は
特
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
守
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
」

「
み
ん
な
が
見
る
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
に
も
著
作
権
が

あ
る
の
で
、
勝
手
に
使
っ
た
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
友
達
が
作
っ
た
も
の
で
も

同
じ
で
す
。
」

「
普
段
か
ら
著
作
権
を
守
り
、
自
分
や

他
の
人
が
作
っ
た
も
の
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
・
著
作
権
を
守
る
た
め
に
、
気
を
付
「
そ
れ
で
は
、
今
日
の
学
習
を
振
り
返

て
考
え
た
こ
と
を
、
ワ
ー
ク

け
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
記
入

り
、
考
え
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

す
る
よ
う
に
促
す
。

に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

・
他
の
人
が
作
っ
た
も
の
を
・
学
ん
だ
内
容
を
家
族
と
話
し
て
み
「
今
日
、
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
と
一
緒

勝
手
に
使
っ
た
り
、
公
開

る
よ
う
に
促
す
。

に
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

し
た
り
し
な
い
。

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
５

著
作
権
」
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法
と
権
利

指
導
項
目
の
分
類
撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
情
報
手
段
を
適
切
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利
（
肖
像
権
）

用
語
の
解
説

肖
像
権
（
し
ょ
う
ぞ
う
け
ん
）

自
分
の
顔
や
姿
を
無
断
で
写
真
・
絵
画
な
ど
に
写
し
と
ら
れ
た
り
、
そ
れ
を
無
断
で
公
表
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
権
利
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
問
題
場
面
を
つ
か
・
友
達
の
写
真
を
撮
っ
て
も
よ
い
か
考
え
ら
れ
る
よ
う

む
。

に
、
そ
の
場
面
を
表
す
絵
を
提
示
し
説
明
す
る
。

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
と
思
う
。

・
考
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
促

・
友
達
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
写
真
を
撮
っ

す
。

て
は
だ
め
だ
と
思
う
。

・
撮
ら
れ
る
こ
と
が
嫌
な
友
達
も
い
る
と
思
う

の
で
だ
め
だ
と
思
う
。

２
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
他
人
を
撮
影
す
る
と
き
に
許
可
を
取
る
理
由
に
気
が

付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
写
真
を
撮
ら
れ
る
こ
と
が
、
嫌
い
な
人
も
い
ま
す
。

②
勝
手
に
写
真
を
撮
っ
て
は
い
け
な
い
と
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

③
許
可
を
と
ら
な
い
で
、
写
真
を
撮
る
と
ル
ー
ル
違
反
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

④
写
真
を
撮
る
と
き
は
、
相
手
に
写
真
を
撮
っ
て
も
よ
い
か
、
許
可
を
と
っ
て
か
ら
撮
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
・
友
達
の
写
真
を
撮
影
す
る
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

を
記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
相
手
に
写
真
の
用
途
を
伝
え
る
。
そ
の
後
、
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

相
手
に
写
真
を
撮
っ
て
も
よ
い
か
ど
う
か
、

る
よ
う
に
促
す
。

許
可
を
と
っ
て
か
ら
撮
影
す
る
。

友
だ
ち
の
写
真
を
と
っ
て
も
い
い
の
か
な
？学
習
活
動
例

「
６

撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利
」

ね
ら
い
：
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
情
報
手
段
を
適
切
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
・
友
達
の
写
真
を
撮
っ
て
も
よ
い
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
ん
で
、
気
に
な
る
と
こ

問
題
場
面
を
つ
か
む
。

か
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

場
面
を
表
す
絵
を
提
示
し
説
明
「
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、

す
る
。

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
」

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
友
だ
ち
の
写
真
を
と
っ
て
も
い
い
の
か
な
？

る
。

間
を
設
定
す
る
。

・
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
と
・
考
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

思
う
。

発
表
す
る
よ
う
に
促
す
。

「
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
」

・
友
達
に
気
付
か
れ
な
い
よ

う
写
真
を
撮
っ
て
は
だ
め

だ
と
思
う
。

・
撮
ら
れ
る
こ
と
が
嫌
な
友

達
も
い
る
と
思
う
の
で
だ

め
だ
と
思
う
。

２
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
他
人
を
撮
影
す
る
と
き
に
許
可
「
写
真
を
撮
ら
れ
て
も
気
に
な
ら
な
い
人
も
い

を
取
る
理
由
に
気
が
付
く
こ
と

れ
ば
、
嫌
い
な
人
も
い
ま
す
ね
。
」

が
で
き
る
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
相
手
の
許
可
な
く
勝
手
に
写
真
を
撮
っ
て
は

い
け
な
い
と
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
」

「
仲
の
よ
い
お
友
達
で
あ
っ
て
も
。
理
由
を
伝

え
、
許
可
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
」

「
写
真
を
撮
る
と
き
は
、
相
手
に
写
真
を
撮
っ

て
も
よ
い
か
、
許
可
を
と
っ
て
か
ら
撮
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
」

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
・
友
達
の
写
真
を
撮
影
す
る
と
き
「
今
日
の
学
習
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。
写
真

て
、
考
え
た
こ
と
を
ワ
ー
ク

に
気
を
付
け
る
こ
と
を
記
入
す

を
撮
影
す
る
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

る
よ
う
に
促
す
。

よ
い
か
、
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
」

・
相
手
に
写
真
の
用
途
を
伝
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
「
○
○
さ
ん
、
振
り
返
り
を
発
表
し
て
く
だ
さ

え
る
。
そ
の
後
、
相
手
に

家
族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に

い
。
」

写
真
を
撮
っ
て
も
よ
い
か

促
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
写
真
を
撮
影
す
る
と
き
は
、

ど
う
か
、
許
可
を
と
っ
て

相
手
に
理
由
を
伝
え
、
許
可
を
と
っ
て
か
ら

か
ら
撮
影
す
る
。

に
し
ま
し
ょ
う
。
」

「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
６

撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利
」
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

指
導
項
目
の
分
類

強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
重
要
性

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

パ
ス
ワ
ー
ド
を
他
の
人
に
は
分
か
り
に
く
い
も
の
に
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１
問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
解
読
、
悪
用
さ
れ
複
数
の
被
害
に
遭
っ

・
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
だ
な
。

た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
確
認
す
る
。

・
誕
生
日
を
知
ら
れ
て
い
る
。

５
分
２
問
題
場
面
を
考
え
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
誕
生
日
は
す
ぐ
に
他
人
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
・
考
え
た
理
由
を
添
え
て
発
言
す
る
よ
う
に
促
す
。

他
の
人
が
簡
単
に
分
か
ら
な
い
も
の
に
す
れ
ば
い
い
。

・
数
字
以
外
も
使
う
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

５
分
３
教
師
の
話
を
聞
く
。

・
例
を
黒
板
に
記
入
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
「
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
な
ど
に
か
ん
た
ん
に
登
録
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。」

②
「
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。」

③
「
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
登
録
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
の
買
物
な
ど
で
す
。」

「
分
か
り
や
す
い
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
12
34
5・
AB
CD
な
ど
順
番
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
自
分
の
名
前
な
ど
で
す
。」

「
分
か
り
に
く
い
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、

・
順
番
が
バ
ラ
バ
ラ
な
文
字
と
数
字
を
混
ぜ
る
。

・
８
字
以
上
に
す
る
。

・
好
き
な
言
葉
・
思
い
出

な
ど
を
使
っ
て
作
っ
た
パ
ス
ワ
ー
ド
で
す
。」

「
先
生
が
例
を
一
つ
作
っ
て
み
ま
す
。」

（
例
）
秋
田
す
き
→
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
→
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
２
ｕ
ｋ
！

「
こ
の
よ
う
な
工
夫
で
他
の
人
に
は
分
か
り
に
く
い
パ
ス
ワ
ー
ド
に
で
き
ま
す
」

「
も
し
も
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
他
の
人
に
分
か
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
す
ぐ
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

３
分
４
今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
必
要
性
と
作
成
す
る
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

な
ど
を
記
入
す
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

・
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
他
の
人
に
知
ら
れ
悪
用
さ
れ
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に

る
か
も
し
れ
な
い
。

促
す
。

・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ひ
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

学
習
活
動
例

「
７

強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
重
要
性
」

ね
ら
い
：
パ
ス
ワ
ー
ド
を
他
の
人
に
は
分
か
り
に
く
い
も
の
に
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１
問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
解
読
、
悪
「
み
な
さ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
文
章
を
読
み
ま
し
ょ

・
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
だ
な
。

用
さ
れ
複
数
の
被
害
に
遭
っ
た
こ

う
。」

・
誕
生
日
を
知
ら
れ
て
い
る
。

と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
確
「
自
分
し
か
知
ら
な
い
パ
ス
ワ
ー
ド
に
設
定
し
た
つ
も

認
す
る
。

り
で
す
が
、
他
の
人
に
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

ひ
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

５
分
２
問
題
場
面
を
考
え
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。」

・
誕
生
日
は
す
ぐ
に
他
人
に
知
ら

を
設
定
す
る
。

れ
て
し
ま
う
の
で
、
他
の
人
が
・
考
え
た
理
由
を
添
え
て
発
言
す
る
「
考
え
た
理
由
を
添
え
て
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。」

簡
単
に
分
か
ら
な
い
も
の
に
す

よ
う
に
促
す
。

れ
ば
い
い
。

※
様
々
な
意
見
を
、
遠
慮
な
く
言
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

・
数
字
以
外
も
使
う
と
い
い
か
も

を
大
切
に
す
る
。

し
れ
な
い
。

５
分
３
教
師
の
話
を
聞
く
。

「
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
な
ど

に
簡
単
に
登
録
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。」

「
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
は
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、
パ
ス
ワ
ー

ド
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。」

「
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
登

録
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
の
買
物
な
ど
で
す
。」

「
分
か
り
や
す
い
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
12
34
5・
AB
CD

な
ど
順
番
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
自
分
の
名
前
な
ど

で
す
。」

「
他
の
人
に
分
か
り
に
く
い
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、

・
順
番
が
バ
ラ
バ
ラ
な
文
字
と
数
字
を
混
ぜ
る
。

・
８
字
以
上
に
す
る
。

・
好
き
な
言
葉
・
思
い
出

な
ど
を
使
っ
て
作
っ
た
パ
ス
ワ
ー
ド
で
す
。」

「
先
生
が
例
を
一
つ
作
っ
て
み
ま
す
。」

・
例
を
黒
板
に
記
入
す
る
。

（
例
）
秋
田
す
き
→
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
→

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
２
ｕ
ｋ
！

「
こ
の
よ
う
な
工
夫
で
他
の
人
に
は
分
か
り
に
く
い
パ

ス
ワ
ー
ド
に
で
き
ま
す
」

「
も
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
他
の
人
に
知
ら
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
す
ぐ
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

３
分
４
今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
必
要
性
と
作
成
す
「
な
ぜ
、
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
で
は
い
け
な
い
か
分
か

考
え
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

る
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と
な
ど

り
ま
し
た
か
。
そ
れ
で
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
気
が
付

に
記
入
す
る
。

を
記
入
す
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

い
た
こ
と
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。」

・
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
他
の
人
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
を
し
て
み

に
知
ら
れ
悪
用
さ
れ
る
か
も
し

族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に
促

て
く
だ
さ
い
。」

れ
な
い
。

す
。

・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
７

強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
重
要
性
」
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

指
導
項
目
の
分
類
個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

自
分
の
情
報
や
他
人
の
情
報
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
個
人
情
報
を
守
る
必
要
性
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
。

用
語
の
解
説

個
人
情
報
（
こ
じ
ん
じ
ょ
う
ほ
う
）
と
は

個
人
に
関
す
る
情
報
。
法
的
に
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
、
氏
名
や
生
年
月
日
な
ど

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
指
す
。
そ
の
他
に
も
、
住
所
や
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
大
切
な
情
報
も
あ
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

１
分
１

会
話
文
を
読
む
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
知
ら
な
い
人
と
仲
よ
く
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
る
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

６
分
２

個
で
考
え
、
意
見
を
発
表
す
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
ゲ
ー
ム
で
も
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
教
え
て
・
考
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
促

は
い
け
な
い
と
思
う
。

す
。

・
知
ら
な
い
人
な
の
に
、
本
当
の
名
前
を
教
え

て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

・
知
ら
な
い
人
に
顔
を
知
ら
れ
る
と
怖
い
の
で
、

写
真
を
送
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
個
人
情
報
を
守
る
必
要
性
に
気
付
く
よ
う
に
説
明
す

る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
個
人
情
報
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
知
り
合
っ
た
人
な
ど
、
よ
く
知
ら
な
い
人

に
教
え
な
い
ほ
う
が
よ
い
も
の
と
し
て
、
名
前
や
住
所
、
顔
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②
太
郎
さ
ん
は
、
本
当
に
小
学
生
な
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
ら
な
い
人
と
仲
よ
く
な
る

こ
と
は
危
険
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
友
達
同
士
で
も
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
ら
れ
る
と
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
の
デ
ー
タ
を
知
ら
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

④
顔
や
名
前
を
知
ら
れ
る
と
、
知
ら
な
い
人
が
会
い
に
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑤
自
分
の
写
真
が
悪
い
こ
と
に
使
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑥
自
分
が
知
っ
て
い
る
、
他
の
人
（
友
達
）
の
個
人
情
報
も
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑦
心
配
な
こ
と
や
危
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
大
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
り
、
考
え
た
こ
と
を
・
自
分
の
こ
と
（
個
人
情
報
）
を
守
る
た
め
に
、
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
る
か
を
記
入
す
る
よ
う
に

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
ら
な
い
人
と
ゲ
ー

促
す
。

ム
を
通
し
て
仲
よ
く
な
っ
て
も
、
個
人
情
報
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

は
教
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

る
よ
う
に
促
す
。

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
た
花
子
さ
ん
の
行
動
を
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

学
習
活
動
例

「
８

個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
」

ね
ら
い
：
自
分
の
情
報
や
他
人
の
情
報
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
個
人
情
報
を
守
る
必
要
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

１
分
１

会
話
文
を
読
む
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
知
ら
な
「
み
な
さ
ん
、
黒
板
の
会
話
文
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
」

い
人
と
仲
よ
く
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
る
状
況
に
つ
い
て
確
認
「
花
子
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
る
と
、

す
る
。

強
い
ア
イ
テ
ム
が
も
ら
え
る
と
知
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
で
仲
良
く
な
っ
た
太
郎
さ
ん
に
教
え
た
よ
う

で
す
。
」

「
花
子
さ
ん
は
、
太
郎
さ
ん
が
同
じ
小
学
生
だ
と
思
っ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
」

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
た
花
子
さ
ん
の
行
動

を
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

６
分
２

個
で
考
え
、
意
見
を
発
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
「
で
は
、
自
分
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

表
す
る
。

間
を
設
定
す
る
。

・
ゲ
ー
ム
で
も
Ｉ
Ｄ
と
パ
・
考
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
「
ど
ん
ど
ん
自
分
の
考
え
を
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

ス
ワ
ー
ド
は
教
え
て
は

発
表
す
る
よ
う
に
促
す
。

い
け
な
い
と
思
う
。

※
ど
ち
ら
の
意
見
も
、
遠
慮
な
く
言
え
る
よ
う
な
雰
囲

・
知
ら
な
い
人
な
の
に
、

気
を
大
切
に
す
る
。

本
当
の
名
前
を
教
え
て

は
い
け
な
い
と
思
う
。

・
知
ら
な
い
人
に
顔
を
知

ら
れ
る
と
怖
い
の
で
、

写
真
を
送
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
個
人
情
報
を
守
る
必
要
性
に
気
※
黒
板
掲
示
の
折
り
返
し
部
分
を
伸
ば
す

付
く
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
太
郎
さ
ん
は
、
本
当
に
小
学
生
な
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
ら
な
い
人
と
仲
よ
く
な
る

こ
と
は
危
険
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
」

「
顔
や
名
前
を
知
ら
れ
る
と
、
知
ら
な
い
人
が
会
い
に

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

「
写
真
を
送
っ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
写
真
が
悪
い
こ

と
に
使
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
知
り
合
っ
た
あ
ま
り
よ
く

知
ら
な
い
人
に
教
え
る
と
危
険
な
も
の
と
し
て
、
名

前
や
住
所
、
顔
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
」

「
友
達
同
士
で
も
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
ら
れ
る
と
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
の
デ
ー
タ
を
知
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
」

「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
、

他
の
人
（
友
達
）
の
個
人
情
報
も
教
え
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
」

「
自
分
や
友
達
が
危
険
な
目
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
情

報
を
し
っ
か
り
と
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
」

「
心
配
な
こ
と
や
危
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
大

人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
」

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
・
自
分
の
こ
と
（
個
人
情
報
）
を
「
そ
れ
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
『
自
分
の
情
報
を
守

り
、
考
え
た
こ
と
を
ワ
ー

守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ

る
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
？
』
の
続
き
を
書
い

ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

と
に
気
を
付
け
る
か
を
記
入
す

て
み
ま
し
ょ
う
。
」

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

る
よ
う
に
促
す
。

知
ら
な
い
人
と
ゲ
ー
ム
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

を
通
し
て
仲
よ
く
な
っ

家
族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に

て
く
だ
さ
い
。
」

て
も
、
個
人
情
報
は
教

促
す
。

え
な
い
よ
う
に
す
る
。

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
８

個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
」

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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安
全

指
導
項
目
の
分
類
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
と
危
険
性
の
理
解

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

情
報
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
扱
い
方
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
、
不
適
切
な
情

報
に
出
合
っ
た
際
の
対
処
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

用
語
の
解
説

・
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
は

情
報
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
伝
達
メ
デ
ィ
ア
や
、
文

字
や
画
像
、
音
声
な
ど
の
表
現
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
、
世
の
中
に
は
様
々
な
手
段
を
用
い

た
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
本
プ
ラ
ン
で
は
、
小
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
出
合
う
可

能
性
が
あ
る
不
適
切
な
情
報
に
つ
い
て
扱
う
。

・
不
適
切
な
情
報
と
は

ウ
ソ
の
情
報
で
作
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
（
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
）
、
閲
覧
履
歴
に
基
づ
き
表
示
さ

れ
る
広
告
や
リ
ン
ク
な
ど

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１

問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
あ
る
ネ
ッ
ト
記
事
を
紹
介
し
、
実
際
に
広
が
っ
た
情

報
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
、
児
童
が
当
事
者

意
識
を
も
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
て
ペ
ア
で
意
見
交
流
を
す
る
。
・
１
分
程
度
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
怖
い
か
ら
、
す
ぐ
に
親
に
話
す
。

・
机
間
指
導
で
、
そ
の
後
の
行
動
と
し
て
考
え
ら
れ
る

・
危
な
い
か
ら
み
ん
な
に
教
え
る
。

こ
と
を
適
宜
助
言
す
る
。

・
分
か
ら
な
い
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
・
多
様
な
意
見
を
認
め
合
う
よ
う
伝
え
る
こ
と
で
、
お

・
本
当
か
ど
う
か
調
べ
て
み
る
。

互
い
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
話
合
い
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
ウ
ソ
の
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

世
の
中
に
は
正
し
く
な
い
情
報
が
あ
る
こ
と
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
ウ
ソ
の
情
報
で
作
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
の
こ
と
を
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
言
い
ま
す
。

②
ウ
ソ
の
情
報
を
信
じ
込
ん
で
友
達
に
伝
え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
内
容
が
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
（
自
分
や
、
友
達
を
守
る
た
め
に
、
怪
し
い
ニ
ュ
ー
ス
は
簡
単
に
伝
え
な
い
。
）

③
ウ
ソ
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
流
す
と
、
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見
分
け
る
コ
ツ
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

(
1
)
誰
が
発
信
し
た
ニ
ュ
ー
ス
な
の
か
確
認
（
テ
レ
ビ
？
新
聞
？
そ
れ
と
も
誰
か
か
ら
の
ウ
ワ
サ
？
）
す
る
こ
と
。

(
2
)
同
じ
ニ
ュ
ー
ス
を
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
確
認
す
る
こ
と
。

(
3
)
文
の
書
き
方
（
「
！
や
？
」
の
マ
ー
ク
、
「
～
ら
し
い
」
等
、
不
自
然
な
日
本
語
の
使
い
方
）
に
注
意
す
る
こ
と
。

⑤
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
親
や
先
生
な
ど
、
大
人
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
を
・
机
間
指
導
で
記
述
内
容
を
確
認
し
、
不
適
切
な
情
報

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

に
出
合
っ
た
時
の
対
処
法
を
理
解
し
て
い
る
児
童
に

・
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見
付
け
た
ら
、
ま
ず

発
表
を
促
す
。

は
親
や
先
生
に
聞
い
て
み
る
。

・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み

・
う
そ
か
本
当
か
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
み
ん

る
よ
う
に
促
す
。

な
に
広
め
な
い
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
あ
と
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

学
習
活
動
例

「
９

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
と
危
険
性
の
理
解
」

ね
ら
い
：
情
報
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
の
扱
い
方
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
、
不
適
切
な
情
報
に
出
合
っ
た
際
の
対

処
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１

問
題
場
面
を
つ
か
・
あ
る
ネ
ッ
ト
記
事
を
紹
介
し
、
「
み
な
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
ま
す
か
？
私
は
よ

む
。

実
際
に
広
が
っ
た
情
報
で
あ
る

く
使
い
ま
す
。
知
り
た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
見
付
か
る
の
で
、

こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
、
児
童

と
て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
」

が
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
考
え

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
と
様
々
な
情
報
を
手
に
入
れ
る

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
も
し
皆
さ
ん
が
次
の
情
報
を
見
付

け
た
ら
、
そ
の
後
に
ど
う
行
動
し
ま
す
か
。（
シ
ー
ト
配
付
）

「
（
配
付
後
）
と
こ
ろ
で
こ
の
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
本
当
に
見
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
」

「
家
の
近
く
の
動
物
園
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
が
逃
げ
出
し
ま
し

た
。
も
し
あ
な
た
が
住
む
家
の
近
く
に
そ
の
動
物
園
が
あ

っ
て
、
こ
の
情
報
を
見
付
け
た
ら
、
こ
の
後
み
な
さ
ん
な

ら
ど
う
し
ま
す
か
。
」

６
分
２

問
題
場
面
に
つ
い
・
１
分
程
度
自
分
で
考
え
る
時
間
「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
ま
し
ょ
う
（
１
分
）
」

て
ペ
ア
で
意
見
交
流

を
設
定
す
る
。

「
そ
れ
で
は
、
ペ
ア
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。
」

を
す
る
。

・
机
間
指
導
で
、
そ
の
後
の
行
動

・
怖
い
か
ら
、
す
ぐ
に

と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
適

親
に
話
す
。

宜
助
言
す
る
。

「
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
れ
ば
、
き
っ
と
慌
て
る
で
し
ょ
う
。

・
危
な
い
か
ら
み
ん
な
・
多
様
な
意
見
を
認
め
合
う
よ
う

ど
の
行
動
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手

に
教
え
る
。

伝
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
意

の
意
見
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
な
が
ら
意
見
交
流
を
し
て

・
分
か
ら
な
い
か
ら
、

見
を
尊
重
し
な
が
ら
話
合
い
を

く
だ
さ
い
。
」

そ
の
ま
ま
に
し
て
お

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

く
。

る
。

・
本
当
か
ど
う
か
調
べ

て
み
る
。

３
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。
・
ウ
ソ
の
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
を
「
実
は
（
気
付
い
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
）
、
こ
の
ニ
ュ

確
認
す
る
こ
と
で
、
世
の
中
に

ー
ス
は

ウ
ソ

で
す
。
」

は
正
し
く
な
い
情
報
が
あ
る
こ
「
2
0
1
6年
、
熊
本
県
で
と
て
も
大
き
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

夜
に
起
き
た
大
地
震
で
、
そ
の
後
に
あ
る
人
が
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
を
、
写
真
付
き
で
公
開
し
ま
し
た
。
（
必
要
に
応
じ

て
実
際
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
写
真
を
示
す
）
こ
の
ウ

ソ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
信
じ
た
熊
本
の
人
た
ち
が
動
物
園
に
電

話
を
し
ま
し
た
。
動
物
園
の
人
た
ち
は
夜
遅
い
中
、
ラ
イ

オ
ン
や
ト
ラ
な
ど
の
猛
獣
が
逃
げ
て
い
な
い
か
確
認
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
1
0
0
人
以
上
が
電
話
し
て
き
た
の

で
、
動
物
園
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
こ
の
ウ
ソ
を
発
信
し
た
本
人
は
、
仕
事
を
邪
魔
し
た

罪
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
の
こ
と

を
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
言
い
ま
す
。
」

※
以
下
、
指
導
プ
ラ
ン
活
動
例
の
〔
説
明
の
例
〕
に
基
づ
き
、

正
し
い
情
報
を
得
る
コ
ツ
と
、
フ
ェ
イ
ク
を
見
付
け
た
後

の
適
切
な
行
動
に
つ
い
て
話
す
。

４
分
４

今
日
の
活
動
を
振
・
机
間
指
導
で
記
述
内
容
を
確
認
「
そ
れ
で
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

り
返
っ
て
考
え
た
こ

し
、
不
適
切
な
情
報
に
出
合
っ

を
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

た
時
の
対
処
法
を
理
解
し
て
い
「
正
し
い
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
情
報
を
見
付
け
た
と
き
に

に
記
入
す
る
。

る
児
童
に
発
表
を
促
す
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
と
め
た
こ
と
を
発
表
し
て
く

・
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

だ
さ
い
。
」

を
見
付
け
た
ら
、
ま
・
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
「
今
日
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
を
し
て
み
て
く

ず
は
親
や
先
生
に
聞

家
族
と
話
を
し
て
み
る
よ
う
に

だ
さ
い
。
」

い
て
み
る
。

促
す
。

・
う
そ
か
本
当
か
分
か

ら
な
い
こ
と
は
、
み

ん
な
に
広
め
な
い
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
あ
と
、
あ
な
た
な
ら
ど
う

す
る
？

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
９

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
と
危
険
性
の
理
解
」
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健
康

指
導
項
目
の
分
類
自
分
自
身
や
他
人
に
及
ぼ
す
心
身
の
影
響
の
理
解

対
象

小
学
校
（
中
学
年
）

ね
ら
い

ネ
ッ
ト
依
存
の
入
り
口
の
一
つ
で
あ
る
ゲ
ー
ム
依
存
に
着
目
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
理
解
し
、

日
常
生
活
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
、
け
じ
め
を
つ
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
必

要
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

用
語
の
解
説

ネ
ッ
ト
依
存
と
は

「
勉
強
や
仕
事
と
い
っ
た
生
活
面
や
体
や
心
の
健
康
面
な
ど
よ
り
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使

用
を
優
先
し
て
し
ま
い
、
使
う
時
間
や
方
法
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」
状
態
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

教
師
の
主
な
支
援

２
分
１
問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
Ａ
さ
ん

の
状
況
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
確
認

す
る
。

６
分
２
問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
定
す
る
。

・
睡
眠
時
間
が
少
な
く
な
り
、
朝
起
き
る
こ
と
・
ペ
ア
で
考
え
を
交
流
し
た
後
、
全
体
で
考
え
を
共
有

が
で
き
な
く
な
る
。

す
る
。

・
授
業
に
集
中
で
き
な
く
な
る
。

・
友
達
と
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
面
倒
く

さ
く
な
り
友
達
が
減
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
目
が
悪
く
な
る
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
や
ら
な
い
と
落
ち
着

か
な
く
な
る
。

２
分
３
教
師
の
話
を
聞
く
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
、
不
適
切
な
使
用

方
法
に
よ
る
心
身
へ
の
害
に
つ
い
て
気
付
く
よ
う
に

説
明
す
る
。

〔
説
明
の
例
〕

①
今
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
Ａ
さ
ん
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
あ
り
ま
す
ね
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
す
ぎ
る
と
、
心
や
体
に
次
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
次
の
三
つ
の
こ
と
を
黒
板
提
示
カ
ー
ド
（
例
）
を
基
に
作
成
し
て
お
き
、
提
示
を
し
な
が
ら
話
す
。
）

・
夢
中
に
な
っ
て
や
め
ら
れ
な
く
な
る
。

・
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く
な
る
。

・
落
ち
着
か
な
く
な
る
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す
が
、
よ
く
考
え
て
利
用
し
な
い
と
、
心
や
体
に
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
・
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

気
を
付
け
る
か
を
記
入
す
る
よ
う
に
促
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
だ
け
れ
ど
も
、
健
・
机
間
指
導
で
記
述
を
確
認
し
、
心
や
体
に
害
を
及
ぼ

康
を
害
す
る
使
い
方
を
し
な
い
。

さ
な
い
よ
う
に
け
じ
め
を
つ
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
時
間
を
守
る
な
ど
け
じ
め
を
つ
け
て
、
イ
ン

を
利
用
す
る
必
要
性
に
気
付
い
て
い
る
児
童
に
発
表

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
。

を
促
す
。

・
情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
に
、
本
時
の
問
題
場
面
と
関
連

の
あ
る
ク
イ
ズ
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
家
族
と
一

緒
に
挑
戦
し
て
み
る
よ
う
に
勧
め
る
。

Ａ
さ
ん
が
こ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
く
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
思

い
ま
す
か
。

学
習
活
動
例

「
１
０

自
分
自
身
や
他
人
に
及
ぼ
す
心
身
の
影
響
の
理
解
」

ね
ら
い
：
ネ
ッ
ト
依
存
の
入
り
口
の
一
つ
で
あ
る
ゲ
ー
ム
依
存
に
着
目
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
理
解
し
、
日
常
生
活
に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
に
、
け
じ
め
を
つ
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
必
要
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
例

時
間

学
習
活
動

教
師
の
主
な
支
援

教
師
の
発
話
例

２
分
１
問
題
場
面
を
つ
か
む
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
、
Ａ
さ
ん
に
つ
い
て
考

て
い
る
Ａ
さ
ん
の
状
況
に
つ
い
て
、

え
ま
し
ょ
う
。
」

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
確
認
す

る
。

６
分
２
問
題
場
面
に
つ
い
て
考
え
・
１
分
程
度
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を

Ａ
さ
ん
が
こ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

る
。

設
定
す
る
。

夢
中
に
な
っ
て
い
く
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

・
睡
眠
時
間
が
少
な
く
な
り
・
ペ
ア
で
考
え
を
交
流
し
た
後
、
全
体

が
起
こ
る
と
思
い
ま
す
か
。

朝
起
き
る
こ
と
が
で
き
な

で
考
え
を
共
有
す
る
。

く
な
る
。

「
ま
ず
、
自
分
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
（
１
分
間
）
」

・
授
業
に
集
中
で
き
な
く
な

「
近
く
の
友
達
と
ペ
ア
で
考
え
を
交
流
し
ま
し
ょ

る
。

う
。
」

・
友
達
と
体
を
動
か
し
て
遊

「
友
達
と
話
し
合
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
て

ぶ
こ
と
が
面
倒
く
さ
く
な

く
だ
さ
い
。
」

り
友
達
が
減
る
か
も
し
れ

な
い
。

・
目
が
悪
く
な
る
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
や

ら
な
い
と
落
ち
着
か
な
く

な
る
。

２
分
３

教
師
の
話
を
聞
く
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
、
「
今
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ

不
適
切
な
使
用
方
法
に
よ
る
心
身
へ

て
い
る
Ａ
さ
ん
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
オ
ン

の
害
に
つ
い
て
気
付
く
よ
う
に
説
明

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

す
る
。

ト
に
は
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
あ
り
ま
す
ね
。
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
す
ぎ
る
と
、
心
や
体

に
次
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
」

※
次
の
３
つ
の
こ
と
を
黒
板
に
カ
ー
ド
を
貼
り
な

が
ら
話
す
。

「
夢
中
に
な
っ
て
や
め
ら
れ
な
く
な
る
。
」

「
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く
な
る
。
」

「
落
ち
着
か
な
く
な
る
。
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す
が
、
よ
く
考
え

て
利
用
し
な
い
と
、
心
や
体
に
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
」

５
分
４

今
日
の
活
動
を
振
り
返
っ
・
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
ど
の
「
今
日
の
学
習
を
振
り
返
り
、
自
分
の
健
康
を
守

て
、
考
え
た
こ
と
を
ワ
ー
ク

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
る
か
を
記

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
る

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

入
す
る
よ
う
に
促
す
。

か
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
」

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
・
机
間
指
導
で
記
述
を
確
認
し
、
心
や

だ
け
れ
ど
も
、
健
康
を
害

体
に
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
け
じ
「
○
さ
ん
、
振
り
返
り
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
」

す
る
使
い
方
を
し
な
い
。

め
を
つ
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

・
時
間
を
守
る
な
ど
け
じ
め

用
す
る
必
要
性
に
気
付
い
て
い
る
児
「
情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
に
、
今
日
の
Ａ
さ
ん
の
問

を
つ
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

童
に
発
表
を
促
す
。

題
場
面
と
関
連
の
あ
る
ク
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
。

ト
を
利
用
す
る
。

・
情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
に
、
本
時
の
問

今
日
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
に
話
し
、
一
緒
に
ク

題
場
面
と
関
連
の
あ
る
ク
イ
ズ
が
あ

イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

る
こ
と
を
紹
介
し
、
家
族
と
一
緒
に

挑
戦
し
て
み
る
よ
う
に
勧
め
る
。

学
習
活
動
例
（
発
話
例
）

「
１
０

自
分
自
身
や
他
人
に
及
ぼ
す
心
身
の
影
響
の
理
解
」

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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名
前

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
「
こ
わ
さ
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

今
日
の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
…
？

ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
見
か
け
た
ら
…
？

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
１

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
方
法
」

名
前

と
も
み
さ
ん
と
ゆ
い
こ
さ
ん
は
、
音
楽
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
１
０
月
に
行
わ
れ
る
発
表
会
に
向
け
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。

ゆ
い
こ
さ
ん
は
、
と
も
み
さ
ん
の
え
ん
そ
う
が
と
て
も
よ
か
っ
た
こ
と

を
つ
た
え
た
く
て
、
練
習
を
終
え
た
夜
に
、
と
も
み
さ
ん
に
メ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

あ
て
先
：

と
も
ち
ゃ
ん

さ
し
出
し
人
：

ゆ
い
こ

け
ん
名
：

が
ん
ば
ろ
う

と
も
ち
ゃ
ん
の
、
今
日
の
え
ん
そ
う
、

や
ば
か
っ
た
。

発
表
会
に
向
け
て
、
も
っ
と
が
ん
ば
れ
。

こ
の
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

今
日
の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
２

捉
え
方
の
違
い
、
発
信
内
容
の
よ
し
あ
し
の
理
解
」
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名
前

今
日
の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
、
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
た
ん
ま
つ
の
ふ
せ
ん
き
の
う
を
使
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
す
ぐ
に
つ
た
え
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
目
ひ
ょ
う
を
決
め
る
と
き
に
、
こ
の
き
の
う
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
意
見
を
書
き
ま

し
た
。

れ
ん
さ
ん
の
意
見
は
、
学
級

目
ひ
ょ
う
と
し
て
は
よ
く
な
い

か
ら
直
し
て
あ
げ
よ
う
！

と
こ
ろ
が
…
、

ほ
か
の
人
の
意
見
を
勝
手
に
書
き
か
え
て
も
い
い
の
か
な
？

み
ん
な
で
き
ょ
う
力
す
る

あ
い

よ
く
わ
ら
う
！

け
ん

さ
い
ご
ま
で

あ
き
ら
め
な
い

だ
い
す
け

わ
す
れ
物
を
し
な
い

し
ょ
う外
で
元
気
に
遊
ぶ
！

わ
た
る

友
だ
ち
と
な
か
よ
く
し
よ
う

か
な

あ
い
さ
つ
を
す
す
ん
で
し
よ
う

は
る

一
生
け
ん
め
い
が
ん
ば
る

み
な
み

き
ゅ
う
食
を

の
こ
さ
ず
食
べ
る

れ
ん

1
年
間
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
決
め
よ
う
。

じ
つ
は
…
、

「
き
ゅ
う
食
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

パ
ワ
ー
を
つ
け
る
」
と
書
い
た
の

に
、
内
よ
う
が
変
わ
っ
て
る
…
。

ど
う
し
て
？

れ
ん
さ
ん

あ
い
さ
ん

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
３

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
理
解
」

年
組

番
名
前

み
さ
き
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
会
う
や
く
そ
く
を
し
ま
し
た
。

み
さ
き
さ
ん

み
さ
き
さ
ん
と
同
じ
立
場
だ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
の
せ
っ
し
方
で
、
気
を
付
け
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
写
真
を
ア
ッ
プ
す
る
と
、
い
つ
も
コ
メ
ン
ト
を
の
こ
し
て
く
れ
る
ま
い
さ
ん
が
い
ま
す
。

同
じ
学
年
で
と
な
り
の
小
学
校
に
通
う
ま
い
さ
ん
は
、
私
の
と
っ
た
写
真
を
ほ
め
て
く
れ
た
り
、
う

れ
し
く
な
る
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
私
も
、
ま
い
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
コ
メ
ン
ト
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
ま
い
さ
ん
か
ら
、
直
せ
つ
メ
ー
ル
が
と
ど
く
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
な
か
よ
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
私
の
中
で
『
ま
い
さ
ん
は
い
い
人
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
た
の
で
、
同
じ

学
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
度
会
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

会
う

会
わ
な
い

○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
そ
う
考
え
た
か
、
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
会
う
？
会
わ
な
い
？

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解
」

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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年
組

番
名
前

け
ん
じ
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
会
う
や
く
そ
く
を
し
ま
し
た
。

け
ん
じ
さ
ん

け
ん
じ
さ
ん
と
同
じ
立
場
だ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
の
せ
っ
し
方
で
、
気
を
付
け
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
人
の
中
に
、
い
つ
も
同
じ
チ
ー
ム
に
な
る
こ
う
た
さ
ん

が
い
ま
す
。
６
年
生
の
こ
う
た
さ
ん
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
そ
う
作
が
と
て
も
上
手
で
、
ゲ
ー
ム
の
ヒ

ン
ト
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
学
校
の
こ
と
や
友
だ
ち
の
こ
と
を
メ
ー
ル
で
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
り
す

る
、
た
よ
り
に
な
る
お
兄
さ
ん
で
す
。
こ
う
た
さ
ん
か
ら
、「
こ
う
り
ゃ
く
方
法
を
教
え
る
か
ら
、
家

に
遊
び
に
行
っ
て
も
い
い
か
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
と
ど
き
ま
し
た
。
う
れ
し
く
な
っ
て
、
次
の
日
曜
日

に
会
う
や
く
そ
く
を
し
ま
し
た
。

会
う

会
わ
な
い

○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
そ
う
考
え
た
か
、
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち
と
会
う
？
会
わ
な
い
？

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
方
の
理
解
」

名
前

友
だ
ち
が
か
い
た
絵
を
、
勝
手
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
も
い
い
の
か
な
？

今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
、
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

花
子
さ
ん
と
太
郎
さ
ん
は
、
一
緒
に
夏
休
み
の
宿
題
を
し
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ

私
は
も
う
か
い
た
わ
。

こ
れ
が
、
そ
の
絵
な
ん
だ
け
ど
、
上
手
に
か
け
な
か
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
に
見
せ
る
の
は
は
ず
か
し
い
な
…
。

ぼ
く
は
、
ま
だ
か
い
て
な
い
ん
だ
。
ど
ん
な
絵
に
し
よ
う
か
な
。

そ
う
か
な
。
上
手
に
か
け
て
る
と
思
う
よ
。

ち
ょ
っ
と
写
真
撮
ら
せ
て
。

夏
休
み
の
宿
題
の
絵
は
、
も
う
か
い
た
？

～
夏
休
み
明
け
～

登
校
し
た
花
子
さ
ん
は
、
友
だ
ち
か
ら
自
分
が
か
い
た
絵
の
写
真
が
、

自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
勝
手
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
太
郎
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

花
子
さ
ん
の
絵
が
と
て
も
す
て
き
だ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
に
も

見
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
お
い
た
よ
。

え
っ
…
。
ど
う
し
て
勝
手
に
あ
げ
た
の
…
？

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
５

著
作
権
」
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名
前

友
だ
ち
の
写
真
を
と
っ
て
も
い
い
の
か
な
？

写
真
を
さ
つ
え
い
す
る
と
き
は

友
だ
ち
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、
写
真
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
６

撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利
」

【
ひ
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
】

名
前

今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

面
白
い
か
ら
こ
の
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に

会
員
登
録
し
よ
う
！
パ
ス
ワ
ー
ド
は
1
0
2
8

と
う
ろ
く

忘
れ
な
い
よ
う
に
誕
生
日
と
同
じ
数
字

た
ん
じ
よ
う
び

で
い
い
や
。

そ
う
い
え
ば
、
1
0
月
2
8
日
に
「
今

日
は
誕
生
日
！
」
と
い
う
書
き
込

み
が
あ
っ
た
な
。
1
0
2
8
。
や
っ
ぱ

り
そ
う
だ
！
悪
用
し
て
や
ろ
う
！

あ
く
よ
う

自
分
に
な
り
す
ま
さ
れ
、

う
そ
の
情
報
を
流
さ
れ
た
。

じ
よ
う
ほ
う

買
っ
た
は
ず
の
な
い
物
の
高
い

支
払
い
を
求
め
ら
れ
た
。

し
は
ら

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
７

強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
重
要
性
」

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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名
前

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
た
花
子
さ
ん
の
行
動
を
、

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

自
分
の
情
報
を
守
る
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

じ
ょ
う
ほ
う

も
っ
と
仲
よ
く
な
り
た
い
か
ら
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
教
え
て
！

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
８

個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
」

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
あ
と
、

学
習
日

月
日
（

）
曜
日

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

氏
名

１
．
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
あ
と
、
あ
な
た
は
次
に
何
を
し
ま
す
か
。
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

２
．
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。家 の 近 く の 動 物 園 か ら

ラ イ オ ン が に げ だ し た ！

メ モ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
９

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
便
性
と
危
険
性
の
理
解
」
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名
前

Ａ
さ
ん
が
こ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て

む
ち
ゆ
う

い
く
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
と
思
い
ま
す
か
？

今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中

む
ち
ゆ
う

に
な
っ
て
い
て
、
夜
中
で
も
親
に
か
く
れ
て

よ
な
か

こ
っ
そ
り
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
な
い
と
、
仲
間
は
ず
れ

さ
ん

か
な
か

ま

に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
、
と
中ち
ゆ
う

で
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
、
朝
寝
坊
す
る
よ
う
に
な
り
、

あ
さ

ね
ぼ
う

学
校
の
授
業
中
も
ゲ
ー
ム
の
こ
と
ば
か
り
考

じ
ゆ
ぎ
よ
う
ち
ゆ
う

え
て
い
ま
す
。
休
み
時
間
に
、
友
達
と
グ
ラ

と
も
だ
ち

ウ
ン
ド
で
遊
ぶ
の
も
面
倒
く
さ
く
な
り
、
友

め
ん
ど
う

達
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
き

か
ん
け
い

ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
１
０

自
分
自
身
や
他
人
に
及
ぼ
す
心
身
の
影
響
の
理
解
」

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要
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【道徳科の授業展開例①：既に学習した複数の情報モラルに関する学習活動と関連させる】

道徳科 主題名「よく考えて、節度ある生活を」Ａ－(３) 節度、節制

対象 小学校（中学年）

実践のポイント 情報モラルに配慮し、節度を守ることの大切さや難しさについて考えることが
できるようにする。

授業のねらい よく考えて行動し、節度ある生活をしようとする態度を育てる。

活用する教材等 「少しだけなら」（文部科学省「わたしたちの道徳 小学校三・四年」）

情報モラル教育 ○自分や他者の情報を大切にする。
の視点 ・通信ネットワーク上のルールやマナーを知る。

・情報を守るための方法を知る。
○健康のために利用の約束を守る。
・情報メディアの利用による健康への影響を知る。

学習活動例との 上記に関する学習活動例の実践後に位置付け、本時の話合いの際にこれまでの
関連 学びを想起させたり、ワークシートの振り返りの記述を活用したりする。

（例）「ネットいじめに遭遇したときの対処方法」
「個人情報を共有することのリスク」
「自分自身や他人に及ぼす心身の影響の理解」

展開例 ◆は情報モラル教育に関するもの
学習活動・予想される児童の反応 教師の主な支援

導入 １ インターネット利用の実態について確 ・本時の学習を自分のこととして考えることが
認する。 できるよう、インターネットの利用に関する

学級アンケートの結果を活用する。
展開 ２ あつしさんの気持ちや行動について考 ・「少しくらいなら……」と考えたあつしの気持

える。 ちに共感する意見を採り上げることで、誰に
○お母さんと約束していたにも関わらず、 でも誘惑に負けそうになる弱い心があること
あつしは、どのような思いからサイト に気付くことができるようにする。
をクリックしたのだろうか。 ・多様な考えがあることに気付くことができる

・見るぐらいなら大丈夫だろう。 ようにする。
・割引券をもらえるのか、気になるな。

○一度目は諦めたのに、もう一度サイト
に進み、名前を入力し始めたのは、ど
のような思いからだろうか。

・少しくらいなら大丈夫だよね。
・名前を入力するだけなら、たいしたこ
とはないだろう。

・これくらいみんなもやっているのでは。

○自分だったら、このようなとき、どの ・自分の経験を基に考えを発表するよう促す。
ように思うだろうか。 ・なぜそのように考えたのか問い返すことで、

・あつしと同じように考える気がする。 多様な考え方に触れることができるようにす
・お母さんとの約束を思い出し、気にな る。
るけれど名前の入力はしない。 ◆怪しいサイトに名前を入力することで起こり

うるトラブルについて触れるようにする。
○インターネットなどを使うときに、気 ◆これまでの学習活動例の学習を想起させるこ
を付けなければならないことは何だろ とで、情報モラル（「ネット上に悪口を書き込
う。 まない」「個人情報を教えない」「けじめを付
・便利だし楽しいこともあるけれど、怪 けてインターネットを利用する」など）に配
しいサイトもあるので、よく考えて使 慮し、節度ある行動をとることの大切さや難
うことが大切だ。 しさに気付くことができるようにする。
・少しぐらいと思いがちだけれど、トラ
ブルに巻き込まれることもあるから、
利用するときの約束は守らなければい
けない。

終末 ３ 今日の学習を振り返って、考えたこと ・これからへの思いや願いをじっくりと考える
や感じたことを記入する。 ことができるように、時間を十分に確保する。
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【道徳科の授業展開例②：特定の情報モラルに関する学習活動例と関連させる】

道徳科 主題名「きまりを守ることの意義やよさ」Ｃ－(12) 規則の尊重

対象 小学校（中学年）

実践のポイント 著作権に焦点を当て、社会のきまりの意義やよさについて考えることができる
ようにする。

授業のねらい 社会のきまりの意義やよさを理解し、それを守ろうとする心情を育てる。

活用する教材等 情報モラル教育 学習活動例「情報に関する自分や他者の権利(著作権)」

情報モラル教育 ○自分や他者の情報を大切にする。
の視点 ・情報に関する自分や他者の権利（著作権）を守ることの大切さに気付く。

学習活動例との 著作権について扱った学習活動例のワークシートを活用し、著作権をきっかけ
関連 にして社会のきまりについて考えることができるようにする。

展開例 ◆は情報モラル教育に関するもの

学習活動・予想される児童の反応 教師の主な支援

導入 １ 著作権について学習した内容を確認す ・著作権についてのワークシートを使って、太
る。 郎さんの行為や著作権の内容を振り返ること

ができるようにする。
◆著作権によって何が守られているかについて
確認する。

展開 ２ 学習活動例の中の登場人物の気持ちを ・太郎さんと花子さんの両方の気持ちを考える
考える。 ことで、太郎さんの行為が及ぼす影響につい
○花子さんがかいた絵の写真をＳＮＳに て考えることができるようにする。
あげた太郎さんは、どんな気持ちだっ
たろう。

・花子さんがかいたすてきな絵をみんな
に知ってもらいたい。

・きっと花子さんも喜んでくれるだろう。

○花子さんは、どんな気持ちだったろう。
・たくさんの人に見られるなんて、恥ず
かしい。

・勝手にＳＮＳにあげるなんてひどい。

○著作権というきまりはどうして必要な ◆太郎さんと花子さんの気持ちのすれ違いにつ
のだろう。 いて触れながら、著作権の意義やよさについ

・花子さんがもっている権利を守るため。 て考えることができるようにする。
・花子さんの気持ちを守ってくれるから。

３ きまりについて考える。 ・著作権のほかに知っている権利やきまりを問
○なぜ、きまりはあるのだろう。きまり うことで、社会のきまりについて考えること
を守ることのよさはなんだろう。 ができるようにする。
・きまりがないと、困ることがたくさん ・きまりの意義やよさを考えることで、きまり
ありそう。 を進んで守ることの大切さに気付くことがで
・自分だけでなく、いろいろな人を守っ きるようにする。
てくれる。

終末 ４ 今日の学習を振り返って、考えたこと ・これからへの思いや願いをじっくりと考える
や感じたことを記入する。 ことができるように、時間を十分に確保する。
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指
導
プ
ラ
ン

関
連
を
図
っ
た
指
導
が
考
え
ら
れ
る
教
科
等
の
例

学
校
行
事

位
置
付
け
る
際
の
配
慮
事
項

６ 月

活
動
例
５
著
作
権

 
 
 
 
（
SN
Sの
書
き
込
み
）

活
動
例
８
個
人
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク

 
 
 
 
（
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
る
）

学
活
（
端
末
の
利
用
約
束
の
意
味
）

PT
A授
業
参
観
個
人
情
報
を
共
有
す
る
リ
ス
ク
と
書
き
込
み
の
危
険
性

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
習
参
観
の
授
業
の
教
材
と
す
る
。
）

７ 月

活
動
例
９
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
選
択
と
そ
の

 
 
 
 
バ
ラ
ン
ス
（
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
）

活
動
例
10
自
分
自
身
や
他
人
に
及
ぼ
す
心
身
の

 
 
 
 
影
響
の
理
解
（
ゲ
ー
ム
依
存
）

道
徳
科
①
（
節
度
、
節
制
）

学
活
（
情
報
の
信
頼
性
）
 
 

理
科
（
天
気
と
気
温
）

学
年
集
会

・
理
科
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
調
べ
学
習
の

 
前
や
集
会
活
動
で
「
安
全
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
長
期
休
み
の
前
に
「
健
康
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

８ 月

活
動
例
６
撮
影
や
描
写
を
拒
む
権
利

 
 
 
 
（
写
真
の
撮
り
方
）

情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
（
基
礎
編
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
…
夏
休
み
の
課
題

学
活
（
端
末
の
利
用
時
間
等
）

国
語
（
み
ん
な
で
新
聞
を
作
ろ
う
）

社
会
（
住
み
よ
い
く
ら
し
を
つ
く
る
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク 全
校
集
会

・
国
語
と
社
会
、
学
校
行
事
等
の
写
真
を
撮
影
す
る
活

 
動
の
前
に
「
肖
像
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
（
基
礎
編
）
は
夏
休
み
の
課
題

 
と
す
る
。

９ 月

活
動
例
２
捉
え
方
の
違
い
、
発
信
内
容
の

 
 
よ
し
あ
し
の
理
解
（
メ
ー
ル
上
で
の
言
葉
）
 

活
動
例
３
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
の
理
解

 
 
 
 
（
付
箋
の
書
き
換
え
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間

国
語
（
学
校
に
つ
い
て
し
ょ
う
か
い
す
る
こ
と
を

考
え
よ
う
）

社
会
（
き
ょ
う
土
の
伝
統
・
文
化
と
先
人
た
ち
）

算
数
（
四
角
形
の
特
ち
ょ
う
を
調
べ
よ
う
）

国
語
、
社
会
、
算
数
の
付
箋
を
活
用
し
た
話
合
い
の
前

に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

10 月

活
動
例
１
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
遭
遇
し
た
と
き
の

 
 
 
 
対
処
方
法
（
チ
ャ
ッ
ト
上
で
の
悪
口
）

活
動
例
４
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
他
者
と
の

 
 
関
わ
り
方
の
理
解
（
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
う
）

情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
（
応
用
編
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
…
秋
休
み
の
課
題

総
合
的
な
学
習
の
時
間

PT
A授
業
参
観

情
報
モ
ラ
ル
ク
イ
ズ
（
応
用
編
）
は
秋
休
み
の
課
題
と

す
る
。

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
習
参
観
の
授
業
の
教
材
と
す
る
。
）

11 月

活
動
例
７
強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
重
要
性
（
他
の

人
に
分
か
ら
れ
に
く
い
パ
ス
ワ
ー
ド
の
工
夫
）

道
徳
科
②
規
則
の
尊
重

総
合
的
な
学
習
の
時
間

活
動
例
７
は
難
易
度
が
高
い
の
で
、
年
度
後
半
に
取
り

扱
う
。

指
導
プ
ラ
ン
の
年
間
計
画
へ
の
位
置
付
け
（
小
学
校
４
年
生
の
例
）

短 学 活
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ご
家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の
情
報
通
信
端
末
に
つ
い
て
の
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
４
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）

秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

１
．
趣
旨

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
セ
ン
タ
ー
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
に
向
け
た
指
導
プ
ラ
ン
の
提
案
」
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
お
答
え
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
の
質
問
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
の
様

子
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
モ
ラ
ル
と
は

他
者
へ
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
、
人
権
、
知
的
財
産
権
な
ど
自
他
の
権
利
を
尊
重
し
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任

を
も
つ
こ
と
、
危
険
回
避
な
ど
情
報
を
正
し
く
安
全
に
利
用
す
る
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
の
使
用

に
よ
る
健
康
と
の
関
わ
り
を
理
解
す
る
こ
と
。

２
．
回
答
方
法
と
提
出
に
つ
い
て

学
校
名

次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
で
７
月
７
日
（
金
）
ま
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
右
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ
ト
を
表
示
で
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
き
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

こ
の
用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

（
制
作
中
）

お
願
い
し
ま
す
。

（
１
）
お
子
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
情
報
通
信
端
末
（
学
校
か
ら
の
持
ち
帰
り
も
含
む
）
を
す
べ
て
選
択
し
て
、
○
印

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
・
キ
ー
ボ
ー
ド
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト

通
信
機
能
付
き
ゲ
ー
ム
機

（
W

in
do

w
sタ
ブ
レ
ッ
ト
、

Ch
ro

m
eb

oo
k
な
ど
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト
（

iP
ad
な
ど
）

（
２
）
お
子
さ
ん
は
情
報
通
信
端
末
を
一
週
間
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
１
日
以
下

②
２
～
３
日

③
４
～
５
日

④
６
日
以
上

⑤
使
わ
な
い

パ
ソ
コ
ン
、
キ
ー
ボ
ー
ド
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

通
信
機
能
付
き
ゲ
ー
ム
機

（
３
）
お
子
さ
ん
は
情
報
通
信
端
末
を
一
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

平
日

休
日

①
３
０
分
未
満

②
３
０
分
～
１
時
間

③
１
～
２
時
間

④
２
～
３
時
間

⑤
３
時
間
以
上

⑥
使
わ
な
い

（
４
-
１
）
お
子
さ
ん
は
、
情
報
通
信
端
末
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
複
数
選
択
可
）

①
勉
強
（
宿
題
、
調
べ
も
の
、
一
人
勉
強
等
）

②
SN

S（
LI

N
E、

Tw
itt

er
、
メ
ー
ル
、
掲
示
板
な
ど
）

③
ゲ
ー
ム

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
動
画
を
見
る
、
音
楽
を
聞
く
等
）

⑤
絵
や
写
真
の
撮
影

⑥
そ
の
他

（
４
-
２
）
勉
強
に
、
一
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

ア
３
０
分
未
満

イ
３
０
分
～
１
時
間

ウ
１
～
２
時
間

平
日

休
日

エ
２
～
３
時
間

オ
３
時
間
以
上

カ
使
わ
な
い

※
「
⑥
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
使
用
方
法
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
５
）
情
報
通
信
端
末
の
使
用
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

①
は
い

②
い
い
え

↓
※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ま
し
た
か
。

ア
家
族
が
決
め
た

イ
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
決
め
た

ウ
子
ど
も
が
決
め
た

エ
そ
の
他

※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
、
そ
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。

ア
守
っ
て
い
る

イ
や
や
守
っ
て
い
る

ウ
あ
ま
り
守
っ
て
い
な
い

エ
守
っ
て
い
な
い

※
「
②
い
い
え
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ル
ー
ル
が
な
い
理
由
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
６
）
お
子
さ
ん
が
情
報
通
信
端
末
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
「
非
常
に
心
配
だ
」
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

（
複
数
選
択
可
）

①
使
い
す
ぎ
に
よ
り
、
生
活
や
勉
強
、
健
康
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性

②
詐
欺
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
不
正
行
為
の
被
害
者
に
な
る
可
能
性

③
詐
欺
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
不
正
行
為
の
加
害
者
に
な
る
可
能
性

④
家
族
ま
た
は
友
人
な
ど
と
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
る
可
能
性

⑤
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
っ
て
不
適
切
な
人
間
関
係
が
生
じ
る
可
能
性

⑥
不
適
切
動
画
を
投
稿
す
る
可
能
性

⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
へ
逃
避
す
る
可
能
性

（
７
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。

①
は
い

②
い
い
え

↓
※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。

（
複
数
選
択
可
）

①
誹
謗
・
中
傷
・
無
視
等

②
個
人
情
報
の
流
出
や
悪
用

③
ゲ
ー
ム
課
金

④
架
空
請
求

⑤
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
や
迷
惑
メ
ー
ル

⑥
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト

⑦
そ
の
他

※
そ
の
他
を
選
ん
だ
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
８
）
情
報
通
信
端
末
を
使
う
と
き
の
マ
ナ
ー
や
気
を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
と
話
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

①
よ
く
あ
る

②
と
き
ど
き
あ
る

③
あ
ま
り
な
い

④
な
い

※
そ
の
番
号
を
選
ん
だ
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
９
）
学
校
で
は
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
ど
の
程
度
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る

②
時
々
取
り
組
ん
で
い
る

③
あ
ま
り
取
り
組
ん
で
い
な
い

④
取
り
組
ん
で
い
な
い

（
１
０
）
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
学
習
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
は
ご
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
話
を

し
て
い
ま
す
か
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ご
家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の
情
報
通
信
端
末
に
つ
い
て
の
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
４
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）

秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

１
．
趣
旨

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
セ
ン
タ
ー
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
に
向
け
た
指
導
プ
ラ
ン
の
提
案
」
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
お
答
え
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
の
質
問
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
の
様

子
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
モ
ラ
ル
と
は

他
者
へ
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
、
人
権
、
知
的
財
産
権
な
ど
自
他
の
権
利
を
尊
重
し
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任

を
も
つ
こ
と
、
危
険
回
避
な
ど
情
報
を
正
し
く
安
全
に
利
用
す
る
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
の
使
用

に
よ
る
健
康
と
の
関
わ
り
を
理
解
す
る
こ
と
。

２
．
回
答
方
法
と
提
出
に
つ
い
て

学
校
名

次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
で
７
月
７
日
（
金
）
ま
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
右
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ
ト
を
表
示
で
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
き
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

こ
の
用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

（
制
作
中
）

お
願
い
し
ま
す
。

（
１
）
お
子
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
情
報
通
信
端
末
（
学
校
か
ら
の
持
ち
帰
り
も
含
む
）
を
す
べ
て
選
択
し
て
、
○
印

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
・
キ
ー
ボ
ー
ド
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト

通
信
機
能
付
き
ゲ
ー
ム
機

（
W

in
do

w
sタ
ブ
レ
ッ
ト
、

Ch
ro

m
eb

oo
k
な
ど
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト
（

iP
ad
な
ど
）

（
２
）
お
子
さ
ん
は
情
報
通
信
端
末
を
一
週
間
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
１
日
以
下

②
２
～
３
日

③
４
～
５
日

④
６
日
以
上

⑤
使
わ
な
い

パ
ソ
コ
ン
、
キ
ー
ボ
ー
ド
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

通
信
機
能
付
き
ゲ
ー
ム
機

（
３
）
お
子
さ
ん
は
情
報
通
信
端
末
を
一
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

平
日

休
日

①
３
０
分
未
満

②
３
０
分
～
１
時
間

③
１
～
２
時
間

④
２
～
３
時
間

⑤
３
時
間
以
上

⑥
使
わ
な
い

（
４
-
１
）
お
子
さ
ん
は
、
情
報
通
信
端
末
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
複
数
選
択
可
）

①
勉
強
（
宿
題
、
調
べ
も
の
、
一
人
勉
強
等
）

②
SN

S（
LI

N
E、

Tw
itt

er
、
メ
ー
ル
、
掲
示
板
な
ど
）

③
ゲ
ー
ム

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
動
画
を
見
る
、
音
楽
を
聞
く
等
）

⑤
絵
や
写
真
の
撮
影

⑥
そ
の
他

（
４
-
２
）
勉
強
に
、
一
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

ア
３
０
分
未
満

イ
３
０
分
～
１
時
間

ウ
１
～
２
時
間

平
日

休
日

エ
２
～
３
時
間

オ
３
時
間
以
上

カ
使
わ
な
い

※
「
⑥
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
使
用
方
法
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
５
）
情
報
通
信
端
末
の
使
用
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

①
は
い

②
い
い
え

↓
※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ま
し
た
か
。

ア
家
族
が
決
め
た

イ
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
決
め
た

ウ
子
ど
も
が
決
め
た

エ
そ
の
他

※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
、
そ
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。

ア
守
っ
て
い
る

イ
や
や
守
っ
て
い
る

ウ
あ
ま
り
守
っ
て
い
な
い

エ
守
っ
て
い
な
い

※
「
②
い
い
え
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ル
ー
ル
が
な
い
理
由
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
６
）
お
子
さ
ん
が
情
報
通
信
端
末
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
「
非
常
に
心
配
だ
」
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

（
複
数
選
択
可
）

①
使
い
す
ぎ
に
よ
り
、
生
活
や
勉
強
、
健
康
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性

②
詐
欺
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
不
正
行
為
の
被
害
者
に
な
る
可
能
性

③
詐
欺
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
不
正
行
為
の
加
害
者
に
な
る
可
能
性

④
家
族
ま
た
は
友
人
な
ど
と
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
る
可
能
性

⑤
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
っ
て
不
適
切
な
人
間
関
係
が
生
じ
る
可
能
性

⑥
不
適
切
動
画
を
投
稿
す
る
可
能
性

⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
へ
逃
避
す
る
可
能
性

（
７
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。

①
は
い

②
い
い
え

↓
※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。

（
複
数
選
択
可
）

①
誹
謗
・
中
傷
・
無
視
等

②
個
人
情
報
の
流
出
や
悪
用

③
ゲ
ー
ム
課
金

④
架
空
請
求

⑤
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
や
迷
惑
メ
ー
ル

⑥
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト

⑦
そ
の
他

※
そ
の
他
を
選
ん
だ
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
８
）
情
報
通
信
端
末
を
使
う
と
き
の
マ
ナ
ー
や
気
を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
と
話
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

①
よ
く
あ
る

②
と
き
ど
き
あ
る

③
あ
ま
り
な
い

④
な
い

※
そ
の
番
号
を
選
ん
だ
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
９
）
学
校
で
は
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
ど
の
程
度
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る

②
時
々
取
り
組
ん
で
い
る

③
あ
ま
り
取
り
組
ん
で
い
な
い

④
取
り
組
ん
で
い
な
い

（
１
０
）
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
学
習
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
は
ご
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
話
を

し
て
い
ま
す
か
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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情
報
通
信
端
末
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
②
（
今
現
在
の
じ
ょ
う
き
ょ
う
に
つ
い
て
、
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
）

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

□
情
報
通
信
端
末
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
こ
と
で
す
。

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

□
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
日
ご
ろ
の
よ
う
す
に
つ
い
て
し
つ
も
ん
し
ま
す
。

□
よ
い
答
え
、
わ
る
い
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
年
生

□
せ
い
せ
き
に
は
か
ん
け
い
し
ま
せ
ん
。
思
っ
た
と
お
り
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

□
し
つ
も
ん
に
対
す
る
こ
た
え
は
、
全
て
わ
く
の
中
に
数
字
や
文
章
な
ど
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）
情
報
通
信
端
末
を
お
家
で
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
ま
す
か
。
（
い
く
つ
で
も
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
）

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

①
勉
強

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（

LI
N

E、
旧

Tw
itt

er
、

Ti
kT

ok
、
メ
ー
ル
、
掲
示
板
な
ど
）

き
ゆ
う

け
い
じ
ば
ん

③
ゲ
ー
ム

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
動
画
、
音
楽
な
ど
）

⑤
絵
や
写
真
の
撮
影

⑥
そ
の
他

さ
つ
え
い

た

※
「
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
L
I
N
E
、
旧
T
w
i
t
t
e
r
、
T
i
k
T
o
k
、
メ
ー
ル
、
掲
示
板
な
ど
）
」
を
選
ん
だ
人
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
と

き
ゆ
う

き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

※
「
⑤
絵
や
写
真
の
撮
影
」
を
選
ん
だ
人
は
、
写
真
や
動
画
を
と
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

さ
つ
え
い

※
「
⑥
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
人
は
、
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

た

（
２
）
お
家
に
あ
る
情
報
通
信
端
末
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
て
い
ま
す
か
。

家
族
の
物

自
分
の
物

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

せ
つ
て
い

①
は
い

②
い
い
え

（
３
）
お
家
に
情
報
通
信
端
末
の
使
用
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

①
は
い

②
い
い
え

↓
※
（
３
）
で
、
「
①
は
い
」
と
答
え
た
人
に
聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
す
か
。

※
（
３
）
で
、
「
①
は
い
」
と
答
え
た
人
に
聞
き
ま
す
。
そ
の
使
用
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。

ア
守
っ
て
い
る

イ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
守
っ
て
い
る

ウ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
守
っ
て
い
な
い

エ
守
っ
て
い
な
い

（
４
）
全
員
、
答
え
て
く
だ
さ
い
。
「
情
報
通
信
端
末
の
使
用
ル
ー
ル
」
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？
そ
の
理
由
は
、

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

ひ
つ
よ
う

何
で
す
か
。

①
必
要
だ
と
思
う
。

②
必
要
だ
と
思
わ
な
い
。

【
理
由
】

（
５
）
４
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
情
報
通
信
端
末
の
使
い
方
や
使
用
方
法
な
ど
を
振
り
返
り
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
て

じ
よ
う
ほ
う
つ
う
し
ん
た
ん
ま
つ

ふ

い
る
こ
と
や
、
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
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ご
家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の
情
報
通
信
端
末
に
つ
い
て
の
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
４
年
生

１
０
月
の
状
況
に
つ
い
て
、
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）

秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

１
．
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

日
頃
よ
り
秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
に
向
け
た
指
導
プ
ラ
ン
の
提
案
」
に
関

す
る
取
組
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
本
研
究
に
関
す
る
２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
な
り
ま
す
。
春
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
お
答
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
以
外
で
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
回
答
方
法
と
提
出
に
つ
い
て

学
校
名

次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
１
０
月
３
０
日
（
月
）
ま
で
お
答
え

く
だ
さ
い
。

①
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
右
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ
ト
を
表
示
で
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
き
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

こ
の
用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

次
の
（
１
）
〜
（
６
）
に
つ
い
て
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
１
）
情
報
通
信
端
末
の
使
用
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

①
は
い

②
い
い
え

↓
※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ま
し
た
か
。

ア
家
族
が
決
め
た

イ
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
決
め
た

ウ
子
ど
も
が
決
め
た

エ
そ
の
他

※
「
①
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
、
そ
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
。

ア
守
っ
て
い
る

イ
や
や
守
っ
て
い
る

ウ
あ
ま
り
守
っ
て
い
な
い

エ
守
っ
て
い
な
い

※
「
②
い
い
え
」
を
選
ん
だ
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ル
ー
ル
が
な
い
理
由
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
情
報
通
信
端
末
を
使
う
と
き
の
マ
ナ
ー
や
気
を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
と
話
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

①
よ
く
あ
る

②
と
き
ど
き
あ
る

③
あ
ま
り
な
い

④
な
い

※
そ
の
番
号
を
選
ん
だ
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
３
）
学
校
で
は
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
ど
の
程
度
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る

②
時
々
取
り
組
ん
で
い
る

③
あ
ま
り
取
り
組
ん
で
い
な
い

④
取
り
組
ん
で
い
な
い

（
４
）
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
学
習
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
は
ご
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
話
を

し
て
い
ま
す
か
。

裏
面
に
も
あ
り
ま
す
。

（
５
）
次
の
①
～
⑧
に
関
し
て
、
お
子
さ
ん
の
情
報
通
信
端
末
へ
の
関
わ
り
方
で
何
か
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
か
。

当
て
は
ま
る
番
号
を
選
び
、
そ
の
変
化
の
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
い
く
つ
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ
い
て

②
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

③
写
真
や
ビ
デ
オ
の
撮
影
（
著
作
権
）
に
つ
い
て

④
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
や
個
人
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て

⑤
危
険
性
の
理
解
に
つ
い
て

⑥
心
身
の
影
響
を
考
え
た
行
動
な
ど
に
つ
い
て

⑦
相
手
に
分
か
り
や
す
い
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て

⑧
上
記
以
外
で
工
夫
や
改
善
が
見
ら
れ
る
こ
と

番
号

お
子
さ
ん
の
変
化
の
内
容

（
６
）
今
、
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
思
う
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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